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の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

側
面
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
現
状
を
打
破
す
る

た
め
、
技
能
者
の
就
業
履
歴
を

蓄
積
す
る
と
と
も
に
、
保
有
資

格
な
ど
と
合
わ
せ
て
能
力
を
評

価
し
、
処
遇
の
改
善
に
つ
な
げ

よ
う
と
い
う
の
が
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の

目
的
だ
。

　
キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
て
能
力
が

正
当
に
評
価
さ
れ
れ
ば
賃
金
は

上
昇
す
る
し
、
企
業
は
優
秀
な

技
能
者
を
抱
え
る
こ
と
で
自
社

の
施
工
能
力
が
見
え
る
化
す

る
。

　
さ
ら
に
、
施
工
管
理
や
建
退

共
手
続
き
の
効
率
化
、
提
出
書

類
の
省
略
化
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

も
つ
い
て
く
る
。

　
同
基
金
事
業
本
部
に
よ
れ

ば
、
今
年
４
月
末
現
在
、
技
能

者
約
１
１
６
万
５
０
０
０
人
が

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
登
録
済
み
と
な
っ

て
い
る
（
左
表
参
照
）。
建
設

　
２
０
１
７
年
、
国
土
交
通
省

や
関
係
団
体
な
ど
に
よ
り
「
建

設
キ
ャ
リ
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
運

営
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
19

年
度
か
ら
一
般
財
団
法
人
建
設

業
振
興
基
金
が
運
営
主
体
と
な

り
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
本
格
運
用
が

始
ま
っ
た
。

　
背
景
に
は
建
設
技
能
者
の
高

齢
化
や
長
時
間
労
働
、
低
水
準

な
賃
金
体
系
、
離
職
率
の
高
さ

な
ど
が
あ
る
。
雇
用
が
不
安
定

で
将
来
の
道
筋
が
描
け
ず
、
い

わ
ゆ
る
３
Ｋ
（
き
つ
い
、
危

険
、
汚
い
）
の
職
場
で
は
、
若

者
が
入
職
を
た
め
ら
う
の
も
無

理
は
な
く
、
親
や
教
師
も
就
職

を
勧
め
ら
れ
な
い
。

　
ま
た
、
技
能
者
は
様
々
な
事

業
者
の
様
々
な
現
場
で
働
い
て

お
り
、
一
人
ひ
と
り
の
技
能
者

の
能
力
が
統
一
的
に
評
価
さ
れ

る
業
界
の
ル
ー
ル
も
な
く
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
が
必
ず
し
も
処
遇

　
国
は
本
年
度
か
ら
の
「
あ
ら

ゆ
る
工
事
で
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
完
全

実
施
」
に
向
け
、
◆
建
退
共
の

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
活
用
へ
の
完
全
移
行

◆
社
会
保
険
加
入
確
認
の
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
活
用
の
原
則
化
◆
国
直
轄

で
の
義
務
化
モ
デ
ル
工
事
実
施

等
、
公
共
工
事
等
で
の
活
用

－

を
推
進
し
て
い
る
。

　
業
界
団
体
、
地
方
公
共
団

体
、
許
可
行
政
庁
に
対
し
、

『
業
界
共
通
の
制
度
イ
ン
フ
ラ
』

で
あ
る
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
直
ち
に
活

用
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
お

り
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
完
全
実
施
を

実
現
さ
せ
た
い
考
え
だ
。

業
技
能
者
数
は
約
３
０
２
万
人

と
さ
れ
て
お
り
、
技
能
者
の
３

人
に
１
人
超
が
利
用
し
て
い
る

状
況
だ
。

　
事
業
者
の
登
録
数
は
約
22
万

２
０
０
０
社
で
、
こ
の
う
ち

一
人
親
方
は
約
７
万
１
０
０
０

社
。
工
事
実
績
の
あ
る
許
可
事

業
者
の
約
４
割
に
相
当
す
る
約

15
万
社
が
登
録
を
済
ま
せ
て
い

る
。

　
昨
年
度
の
登
録
現
場
数
は
、

民
間
工
事
と
公
共
工
事
を
合
わ

せ
て
全
国
で
３
万
４
６
０
８
件

だ
っ
た
。
内
訳
は
国
が
４
０
５

４
件
、
都
道
府
県
が
８
２
９
０

件
、
市
町
村
が
４
０
０
７
件
、

他
公
共
が
１
５
８
１
件
、
民
間

が
１
万
６
６
７
６
件
。
こ
の
ほ

か
、
戸
建
住
宅
メ
ー
カ
ー
な
ど

の
１
万
１
０
０
０
弱
の
現
場
で

登
録
さ
れ
た
。
就
業
履
歴
数
は

　
こ
の
ほ
か
、
管
理
者
Ｉ
Ｄ

（
１
Ｉ
Ｄ
あ
た
り
１
万
１
４
０

０
円
、
一
人
親
方
２
４
０
０

円
）、
現
場
利
用
料
（
１
人
日・

現
場
あ
た
り
10
円
）
な
ど
も
必

要
と
な
る
。

　
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
申
請
書
類
の
受

付
か
ら
審
査
・
シ
ス
テ
ム
登
録

を
ま
で
を
窓
口
で
行
う
認
定
登

録
機
関
は
、
全
国
に
２
３
９
カ

所
開
設
さ
れ
て
い
る
（
今
年
５

月
８
日
現
在
）。

　
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
登
録
や
現
場
運

用
な
ど
の
専
門
知
識
を
習
得
し

利
用
者
に
適
切
な
助
言
な
ど
を

行
う
認
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

も
整
備
さ
れ
、
建
設
団
体
や
行

政
書
士
、
企
業
な
ど
が
そ
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
本
県
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
県
行
政
書
士

会
の
建
設
部
な
ど
が
認
定
さ
れ

て
お
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
場
合
は
認
定
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
相
談
し
て
み
る
と
よ
い

だ
ろ
う
。

成
績
評
定
要
領
の
主
任
監
督
員

の
「
５
．
創
意
工
夫
」「
Ⅰ
．

創
意
工
夫
【
そ
の
他
】」
の
項

目
で
、
１
点
加
点
（
工
事
成
績

評
定
の
加
点
は
得
点
割
合
０
・

４
を
乗
じ
た
点
数
）
さ
れ
る
。

　
導
入
に
あ
た
り
、
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
（
も
し
く
は
認
定
Ａ

Ｐ
Ｉ
連
携
顔
認
証
カ
メ
ラ
や
顔

認
証
型
の
リ
ー
ダ
ー
）
の
新
規

購
入
費
用
へ
の
補
助
も
用
意
さ

れ
て
い
る
。

　
１
台
あ
た
り
の
金
額
は
Ｗ
ｉ

ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
が
１
万
円
、
ｉ
Ｏ

Ｓ
が
３
万
円
（
い
ず
れ
も
税
抜

き
）。
た
だ
し
、
リ
ー
ス
は
適

用
外
と
な
る
。

　
建
設
業
振
興
基
金
で
は
、
動
画
共

有
サ
イ
ト
「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
に

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
登
録
や
利
用
に
関
す
る

動
画
を
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
内
容

は
、
概
要
や
導
入
方
法
、
利
用
手
順

な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
本
人
申
請
・
事

業
者
代
行
申
請
の
コ
ツ
、
建
退
共
電

子
申
請
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
デ
ー
タ
連
携

の
概
要
な
ど
。
利
用
者
の
疑
問
に
丁

寧
に
答
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
か
ん
た
ん
ガ
イ

ド
や
企
業
、
団
体
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

動
画
な
ど
も
紹
介
し
て
い
る
。

　
ア
ド
レ
ス
は
「https://www.

youtube.com/@fundforcons
tructionindustr5544

」。

発
行
９
年
経
過
後
最
初
の
誕
生

日
ま
で
。

　
レ
ベ
ル
１
（
初
級
技
能
者
）

は
白
、
レ
ベ
ル
２
（
中
堅
技
能

者
）
は
青
、
レ
ベ
ル
３
（
職
長

ク
ラ
ス
）
は
銀
、
レ
ベ
ル
４

（
登
録
基
幹
技
能
者
等
）
は
金

と
い
っ
た
よ
う
に
、
カ
ー
ド
は

技
能
者
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
色

分
け
さ
れ
る
。

　
技
能
者
の
能
力
評
価
は
、
能

力
評
価
制
度
推
進
協
議
会
の
も

と
、
職
種
ご
と
の
能
力
評
価
実

施
団
体
が
行
う
。
電
気
工
事
で

あ
れ
ば
日
本
電
設
工
業
協
会
、

橋
梁
で
あ
れ
ば
日
本
橋
梁
建

設
協
会
、
造
園
で
あ
れ
ば
日
本

造
園
建
設
業
協
会
や
日
本
造
園

組
合
連
合
会
が
能
力
評
価
を
行

う
。

　
カ
ー
ド
発
行
に
必
要
な
費
用

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

　
平
均
登
録
事
業
者
率
（
最
低

基
準
70
％
、
目
標
基
準
90
％
）、

平
均
登
録
技
能
者
率
（
最
低
基

準
60
％
、
目
標
基
準
80
％
）、

平
均
就
業
履
歴
蓄
積
率
（
最
低

基
準
30
％
、
目
標
基
準
50
％
）

の
３
つ
の
指
標
を
定
め
、
全
て

で
目
標
基
準
を
達
成
し
た
場
合

は
１
点
加
点
（
考
査
項
目
別
運

用
表
「
５
．
創
意
工
夫
」「
そ

の
他
」）
し
、
さ
ら
に
平
均
登

録
技
能
者
率
90
％
以
上
を
達
成

し
た
場
合
は
同
考
査
項
目
で
さ

ら
に
１
点
加
点
す
る
。

　
た
だ
し
、
３
指
標
の
い
ず
れ

か
で
最
低
基
準
を
達
成
し
な

か
っ
た
場
合
、
発
注
者
は
工
事

　
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
登
録
す
る
と
技

能
者
へ
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ

る
。
有
効
期
限
は
発
行
日
か
ら

　
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備

局
は
昨
年
度
に
活
用
モ
デ
ル
工

事
の
運
用
方
針
を
策
定
。
Ｗ
Ｔ

Ｏ
案
件
は
発
注
者
指
定
型
の
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
義
務
化
モ
デ
ル
工
事
を

適
用
し
、
そ
れ
以
外
は
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
活
用
推
奨
モ
デ
ル
工
事
、
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
活
用
工
事
（
受
注
者
希

望
方
式
）
を
適
用
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
約
８
４
０
９
万
件

を
蓄
積
し
、
直
近
で
は
月
４
０

０
万
件
前
後
で
推
移
し
て
い

る
。

　
本
県
の
状
況
を
見
る
と
、
今

年
５
月
末
時
点
で
技
能
者
は
２

万
４
３
８
８
人
が
登
録
し
て
い

る
。

　
昨
年
５
月
末
時
点
は
１
万
７

９
２
４
人
で
、
こ
の
１
年
で
６

０
０
０
人
が
新
た
に
登
録
し
た

こ
と
に
な
る
。

　
事
業
者
に
つ
い
て
も
、
昨
年

５
月
末
時
点
で
は
２
５
１
２
社

だ
っ
た
が
、
今
年
５
月
末
時
点

で
３
２
４
７
社
に
ま
で
増
加
し

て
い
る
（
い
ず
れ
も
一
人
親
方

を
除
く
）。
た
だ
、
本
県
の
全

許
可
業
者
数
は
約
１
万
２
０
０

０
社
と
さ
れ
、
全
体
へ
の
普
及

に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り

そ
う
だ
。

簡
略
型
が
２
５
０
０
円
、
詳
細

型
が
４
９
０
０
円
、
詳
細
型
へ

の
移
行
が
２
４
０
０
円
（
い

ず
れ
も
税
込
み
、
以
下
同
）。

カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
は
実

費
（
１
０
０
０
円
）
で
再
発
行

が
可
能
。

　
事
業
者
が
登
録
す
る
場
合
、

有
効
期
限
は
５
年
間
で
、
登
録

が
完
了
し
た
日
か
ら
５
年
後
の

登
録
月
末
ま
で
有
効
。
来
年
３

月
末
に
は
本
格
運
用
５
年
と
な

り
、
運
用
初
期
に
登
録
し
て
い

た
場
合
は
更
新
期
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
。

　
登
録
料
は
事
業
者
の
資
本
金

額
ご
と
に
異
な
り
、
一
人
親

方
は
無
料
、
５
０
０
万
円
未

満
（
個
人
事
業
主
含
む
）
は
６

０
０
０
円
、
５
０
０
万
円
以
上

１
０
０
０
万
円
未
満
は
１
万
２

０
０
０
円
、
１
０
０
０
万
円
以

上
２
０
０
０
万
円
未
満
は
２
万

４
０
０
０
円
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。

名
、
未
達
成
の
項
目
、
要
因
お

よ
び
改
善
策
を
工
事
完
成
検
査

日
ま
で
に
受
注
者
に
報
告
さ
せ

る
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
設

置
費
用
（
１
台
あ
た
り
１
～
３

万
円
）、
現
場
利
用
料
（
カ
ー

ド
タ
ッ
チ
費
用
、
１
タ
ッ
チ
10

円
）
を
対
象
に
、
支
出
実
績
に

基
づ
い
て
現
場
管
理
費
と
し
て

計
上
す
る
。

　
県
は
昨
年
度
か
ら
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

活
用
工
事
を
試
行
中
。
受
注
者

希
望
型
で
、
基
準
を
達
成
で
き

な
く
て
も
減
点
さ
れ
な
い
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
。
基
準
を
全

て
満
た
せ
ば
、
県
土
木
部
工
事
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技能者の登録数

事業者の登録数

116.5万人が登録 ※労働力調査（R4）における
建設業技能者数：302万人 

22.2万社が登録

就業履歴数

※うち一人親方は7.1万社

現場での利用は増加傾向 ※4月は427万履歴を蓄積

出所：建設業振興基金データより国土交通省 

　
建
設
技
能
者
の
処
遇
改
善
や
業
務
の
効
率
化
、
利
便
性

向
上
の
た
め
、
官
民
連
携
に
よ
る
建
設
キ
ャ
リ
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
の
導
入
が
全
国
で
進
ん
で
い
る
。

目
的
は
、
現
場
で
働
く
人
の
処
遇
が
改
善
さ
れ
、
若
者
が

魅
力
を
感
じ
る
新
し
い
３
Ｋ
（
給
料
・
休
暇
・
希
望
）
の

業
界
と
な
る
こ
と
。
県
は
す
で
に
活
用
工
事
の
試
行
を

実
施
し
て
お
り
、
本
年
度
か
ら
は
国
直
轄
工
事
で
の
活
用

が
原
則
化
さ
れ
た
。
今
後
、
公
共
工
事
の
受
注
に
は
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
の
登
録
・
活
用
が
必
須
と
な
り
、
会
社
の
規
模
を
問

わ
ず
、「
う
ち
は
関
係
な
い
」
で
は
済
ま
さ
れ
な
く
な
り
、

未
導
入
の
企
業
は
選
ば
れ
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
か
ら
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
導
入
の
検
討
を
始
め
た
と
し
て

も
、
決
し
て
遅
く
は
な
い
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
助
言

基
準
を
満
た
せ
ば
加
点

本
県
技
能
者
2.4
万
人
登
録

YouTubeで情報発信

新
３
Ｋ
業
界
へ
全
国
で
導
入
進
む

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

一　　般
財団法人　茨城県建築センター 

会　　長　柴　　　和　伸
理 事 長　小　沼　紀　男
常務理事　足　立　信　幸
（センター長）

本部事務所／〒310－0852　水戸市笠原町 978－30
　　　　　　TEL 029－305－7300 ㈹　FAX 029－305－7310
県南事務所／〒300－2655　つくば市島名 2920（万博公園西Ｆ28 街区 6）
　　　　　　TEL 029－886－3211 ㈹　FAX 029－886－3212
県西事務所／〒306－0125　古河市仁連 1921－４
　　　　　　TEL 0280－75－2600 ㈹　FAX 0280－75－2603
　　　　　　ホームページアドレス　http://www.ibakenju.or.jp/

会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
専務理事
常務理事

舟 幡　　　健
根　本　洋一朗
小 室　　　晶
河 野 正 博
永 井 一 男
小 川 憲 一

小 沼 隆 志
渡 辺 章 夫
大 山 早 嗣
宮 本　　　久
相 澤 晴 夫
鎌　田　富士夫

常務理事
常務理事
常務理事
常務理事
常務理事
常務理事 webサイト

会　　長
副 会 長
副 会 長
副 会 長

　柴　　　和　伸
　武　村　　　実
　高　槻　一　雄
　川　又　晴　彦

副 理 事 長
副 理 事 長
副 理 事 長

増田　勝人
斉藤　光一
岡野　　勉

副 理 事 長
副 理 事 長
副 理 事 長

齊藤　佳昭
本田　浩一
佐藤　慎一

理 事 長 佐 藤　雅 彦 永　井　剛　人
井　坂　秀　夫
砂　押　一　成
稲　見　洋　二

砂　押　一　成

一般社団法人

茨城県建設業協会
水戸市大町3丁目1番22号　TEL029－221－5126㈹

http://www.ibaken.or.jp

私たちは地域の安全・安心を守る
「地域の守り手」としての役割を担います

副会長　細　谷　武　史 副会長　下　田　德　行
副会長　秋　山　光　伯 副会長　小　林　伸　行
副会長　大　藤　博　文 副会長　新　井　　　孝

他 会員一同

会　長　石　津　健　光
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暑中お見舞い申し上げます 2023年盛夏

理 事 長　鶴田　哲男
副理事長　髙野　　潔
副理事長　浅川　久志
理　　事　飯塚　順一
監　　事　山本　　敦

理　　事　高橋　一正
理　　事　田中　正平
理　　事　小林　　悟
監　　事　渡邊　弘行

〒311－0105　茨城県那珂市菅谷 696－１
TEL 029－295－3318　FAX 029－295－3254

青 山 土 木 工 業 ㈲
㈱ 浅 川 建 設
飯 塚 組 ㈲
岩 佐 建 設 工 業 ㈱
㈲ 大 畠 土 木
片 岡 建 設 ㈱
㈱ キ ウ チ 建 設
㈲ 小 林 土 建
㈱ 千 本 杉
大 和 建 設 工 業 ㈲
㈱ 髙 野 工 務 店
高 橋 建 設 ㈱

㈲ 高 正 建 設
㈱ 田 中 工 務 店
㈱ 鶴 田 組
㈱ テ ッ ク
㈱ 中 庭 造 園 土 木
㈱ 滑 川 土 建
㈲ 萩 野 谷 産 業
㈱ 平 野 産 業
㈱ 松 井 建 設
山 金 建 設 ㈱
㈲ 渡 辺 工 務 店

那珂市建設業協同組合
会　長
副会長
副会長

由良　宣明
奈幡　富洋
酒井　幸治

一般社団法人 守谷市建設業協会

事務所　〒302－0116　茨城県守谷市大柏797－1
　　　　電話：0297－48－6678　FAX：0297－38－6113

令 和 建 設 ㈱
㈱ 山 富 造 園
酒 石 建 設 工 業 ㈱
常 陸 建 設 工 業 ㈱
㈱ 日 田 建 設 工 業
㈱ 商 元

㈲ 小 林 造 園
㈱ 坂 巻 兄 弟 建 設
㈲ 寺 田 工 業
今 井 建 設
㈲ 守 谷 造 園
㈲ 染 谷 ガ ー デ ン

北 総 園
㈲ 松 丸 造 園 工 事
㈲ 三 美 園 小 林
㈲ 中 村 建 設
オ オ シ ン ㈱
㈲オオヤマ建設工業

松 浦 建 設 ㈱
㈱ 柏 崎 工 務 店
㈱ 杉 原 建 設
㈲ 三 生 工 業
㈲ ノ グ チ 工 業
㈱ 我 見 工 業
㈱ 大 山 電 機 工 業

㈱ 関 東 住 総
サ ト ウ 工 業 ㈱
中 村 興 業 ㈲
㈱ マ キ ナ
㈱ 美 都 住 建
㈲ ミ ー サ ン
㈲ 丸 隆 建 設

㈲ 久 保 組
㈱ 一 心
大 鵬 電 設 ㈱
㈱ 臼 田 設 計
松 尾 建 設 ㈱
五 島 産 業 ㈱
ジ ョ イ テ ッ ク ㈱

青 柳　晴 男
荒 川　　 博
青 柳　静 男

理 事
監 事
監 事

［㈱青柳工務店］
［㈲ ア ラ 川］
［青柳建設㈱］

中川原　　勇　
柴 　　孝 光
横 関　順 一

会 長
副会長
理 事

［石塚産業㈱］
［旭建設工業㈱］
［横関建設㈱］

フジクラフト㈱
都 建 設 工 業 ㈲
横 関 建 設 ㈱

青 柳 建 設 ㈱
㈱ 青 柳 工 務 店
旭 建 設 工 業 ㈱
㈲ ア ラ 川
石 塚 産 業 ㈱

㈲ 内 田 建 設
㈲ 苅 部 建 設
㈱ 菊 池 組
㈲ 桜 井 企 業
㈲ 関 工 務 店

㈲ 薗 部 組
㈲ 高 橋 建 設
㈲ 中 山 産 業
の だ や 建 設 ㈱
平 塚 建 設 ㈱

㈱

㈱ 大 賢 工 業
㈱ 武 笠 建 設
東 昭 建 設 ㈱
㈲ 磯 山 建 装 工 業
㈱ 稲 川 興 産

﨑

幹 事
　 〃 　
監 事
　 〃 　

初 沢　  真 一
端 　 　 孝 男
鈴 木 　 　 茂
根 本　  忠 志

〔 初 沢 建 設 ㈱ 〕
〔 ㈱ 端 工 務 店 〕
〔 鈴 木 鉄 工 建 設 ㈱ 〕
〔 ㈱ 根 本 工 業 〕

会 長
副 会 長
　 〃 　
会 計

塚 田 　 　 隆
山 本　  宗 一
篠 島　  理 男
古 澤　  真 人

〔 塚 田 建 材 ㈱ 〕
〔 ㈱ 下 妻 建 設 〕
〔 ㈲ 大 宝 建 設 工 業 〕
〔 常 総 機 材 ㈱ 〕

理 事 長　小又　　純
副理事長　上沢　昌幸
副理事長　吉田　賢司

会長　古川　正美　　役員・会員一同

https://ibaraki-gyosei.or.jp

外 会員31社一同

会　長　橋　本　義　隆
副会長　武　藤　秀　樹
副会長　吉　原　清　寿
副会長　吉　川　善　啓 ㈲ 技 建 工 業

常 磐 塗 装 ㈱
㈱ 昌 和
㈱ 鈴 木 防 水 工 業
㈲ 創 美 社
㈱ 大 栄 工 業

㈱ 石 川 建 装
茨 城 ラ イ ン ㈱
い わ き レ ジ ン ㈱
㈲ 大 宮 防 水 工 業
小 野 防 水 ㈱
㈱ 菊 正 塗 装 店

㈱ タ ケ イ・ア ー ツ
㈱ 塚 本 建 装
中 山 技 研 ㈱
日 立 建 塗 工 業 ㈱
㈲ ヒ ロ レ キ
富 士 協 和 工 業 ㈱

㈱ 富 士 塗 装 店
㈱ マ ス ダ 塗 装 店
㈱ 丸 川 技 研 工 業
㈱ ミ ズ ヨ ケ
㈱ 矢 口
ユ タ カ 工 業 ㈱

会　長
副会長
副会長
副会長
理 事
理 事
理 事
理 事

神原　陽一
植田　佳男
益子公一郎
山﨑晋一郎
平野　直樹
稲田　　篤
菊池　大樹
飯野　晃一

〔㈲神原防水工業〕
〔植田防水工業㈱〕
〔㈲益子樹脂興業〕
〔㈱　山　　　忠〕
〔㈱　ア　コ　オ〕
〔㈲稲田防水工業〕
〔㈲菊池防水工業〕
〔 ㈲ Ｋ Ｉ 防 水 〕

中山　修一
吉葉　隆弘
田仲　邦彦
檜山伸太郎
柳澤　秀昭
吉田　　正
安島　弘一
吉住　篤重

〔㈱星斗防水工業〕
〔㈱ツ ク バ 防水〕
〔㈱　奈　良　屋〕
〔 桧 山 化 研 ㈱ 〕
〔 柳 澤 工 業 ㈱ 〕
〔㈱　ヨ　シ　ダ〕
〔㈱ ア ジ マ防水〕
〔 ㈱ 鹿 島 美 装 〕

理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
監 事
監 事

会　長 　大　堀　康　之
副会長 　和田本　　　聡
副会長 　柏　井　広　一
副会長 　大　島　　　浩

〒310-0852　水戸市笠原町 1 7 5 4 - 4
TEL.029(305)7301　FAX.029(243)1523

理 事 長　皆　川　和　彦
専務理事　皆　川　桂　一
常務理事　石　川　博　章

土木構造物・建築物・上下水道の設計、積算、施工管理

横山　征成

理 事 長　石　井　邦　一
副理事長　川　野　和　彦
副理事長　野　上　満　正

副理事長　豊　田　　　稔
副理事長　栗　田　晴　二

茨城県森林・林業協会公　　益
社団法人

みどりの新時代をリードします

〒310-0011
水戸市三の丸1-3-2　林業会館内
〇森林・林業部
（林業労働力確保支援、市町村森林管理サポート）
TEL：029-225-5949　FAX：029-225-6847

〇緑化部（緑の募金、森林づくりサポート）
TEL：029-303-2828　FAX：029-233-2333
〇治山林道部
（森林土木事業の調査、測量、設計、コンサル）
TEL：029-225-7280　FAX：029-225-7582

steelfab@ibarakiken.or.jphttps://i-tekko.jp

理　事
　〃
　〃
監　事
　〃

部会長
副部会長
理　事
　〃
　〃
　〃

石　津　正　美
黒　江　俊　郎
大　貫　茂　男
伊　東　久　夫
大　橋　一　博

外会員一同

秋　山　光　伯
関　　　和　郎
鈴　木　一　良
酒　井　幸　一
高　野　　　裕
小松原　　　仁

茨城県建設業協会 舗装部会一　　般
社団法人

副理事長　文　道　敏　雄
専務理事　浅　野　和　郎
常務理事　佐　藤　正　則

副理事長　石　川　重　信
常務理事　笠　倉　　　勉
常務理事　秋　山　啓　市
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渡里事業所/水戸市渡里町1199

〒309－1603 笠間市福田3005-1  TEL 0296－72－8181
FAX 0296－72－8366  E-mail : ibaraki-k.k@pony.ocn.ne.jp
〒309－1603 笠間市福田3005-1  TEL 0296－72－8181
FAX 0296－72－8366  E-mail : ibaraki-k.k@pony.ocn.ne.jp

許可番号取得　産業廃棄物収集運搬 茨城県 00801164368

■産業廃棄物収集運搬業
■特別管理産業廃棄物収集運搬業
■一般廃棄物収集運搬業

■産業廃棄物収集運搬業
■特別管理産業廃棄物収集運搬業
■一般廃棄物収集運搬業

茨城県／千葉県／埼玉県／
東京都／神奈川県／群馬県／
栃木県／福島県／宮城県／
長野県／秋田県／静岡県／富山県

茨城県／千葉県／埼玉県／
東京都／神奈川県／群馬県／
栃木県／福島県／宮城県／
長野県／秋田県／静岡県／富山県

地域の発展をになう企業を目指します地域の発展をになう企業を目指します

代表取締役　畑岡　進代表取締役　畑岡　進

代表取締役会長　秋　山　光　伯
代表取締役社長　秋　山　芳　久

本 　 社 　 日 立 市 幸 町 ２ － ８ － ６
　 　 　 　 電　話　0294－85－8100 ㈹
　 　 　 　 ＦＡＸ　0294－85－8120 ㈹

代表取締役　五十嵐　則夫

〈国土交通大臣許可　第２１１５３号〉

ISO 9001  27001
14001  45001

代表取締役会長　浅　川　清　司
代表取締役社長　浅　川　久　志
常 務 取 締 役　浅　川　宗　典
〒311－0117　茨城県那珂市豊喰428
電　話　（029）298－3722
ＦＡＸ　（029）295－2255　
ＵＲＬ：http://www.k-askw.jp

本　社

信頼を「創造」に

創業1946年

か た ち

人の集うスポーツ施設整備
　スポーツの楽しみ方は人それぞれだ。実際に体を動かすこ
とでスポーツを楽しんでいる人や、試合を観戦することで楽
しむ人など、さまざまな方法でスポーツを楽しんでいる。5月
には新型コロナの位置付けが5類に移行し、運動をするにも観
戦するにも、制限が緩和されつつある。スポーツをたのしむ
のに欠かせないスポーツ施設の整備状況を紹介する。

　
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
は
、
鹿

嶋
市
内
へ
新
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建

設
を
計
画
し
て
い
る
。
交
通
渋

滞
を
含
め
た
課
題
解
決
方
法
の

調
査
な
ど
を
行
い
、
建
設
候
補

地
と
し
て
正
式
決
定
へ
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
く
予
定
。
潮

来
市
で
は
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

を
活
用
し
た
地
域
連
携
拠
点
施

設
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

　
県
立
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス

タ
ジ
ア
ム
（
神
向
寺
後
山
26

－

２
）
は
日
本
初
の
本
格
的
な

　
日
立
市
は
、
市
民
運
動
公

園
野
球
場
（
中
成
沢
町
４

－

19

－

１
）
の
再
整
備
を
計
画
し
て

い
る
。
工
期
は
３
カ
年
を
想
定

し
、
総
事
業
費
52
億
４
０
６
万

円
を
充
て
た
。
整
備
内
容
は
、

既
存
の
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
を
撤

去
し
て
新
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
を

新
設
す
る
こ
と
や
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
拡
大
、
ふ
れ
あ
い
広
場
の

整
備
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

早
け
れ
ば
10
月
に
も
工
事
を
発

注
し
、
12
月
議
会
議
決
後
に
契

約
を
締
結
し
た
い
考
え
だ
。

　
市
民
運
動
公
園
野
球
場
は
、

県
の
社
会
人
野
球
（
硬
式
野

球
）
の
拠
点
、
高
校
野
球
（
硬

式
野
球
）
の
主
要
会
場
の
一
つ

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
今
回
の
再
整
備
で

サ
ッ
カ
ー
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
と

し
て
１
９
９
３
年
４
月
に
供
用

開
始
。
２
０
０
２
年
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
前
に
改
修

を
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
施
設
規
模
は
Ｒ
Ｃ

（
一
部
Ｓ
Ｒ
Ｃ
・
Ｓ
）
造
６
階

建
て
。
建
築
面
積
は
３
万
４
４

９
・
６
６
㎡
、
延
べ
床
面
積
は

８
万
５
０
１
９
・
７
８
㎡
。
敷

地
面
積
は
10
・
７ 

ha
。
収
容

人
数
は
４
万
３
人
。

　
今
回
の
新
ス
タ
ジ
ア
ム
プ
ロ

は
、
プ
ロ
野
球
の
試
合
を
開
催

可
能
な
野
球
場
と
な
る
よ
う
再

整
備
を
実
施
す
る
。

　
整
備
概
要
は
、
収
容
人
数
を

約
１
万
２
０
０
０
人
か
ら
約
１

万
５
０
０
０
人
に
拡
大
。
現
在

両
翼
94
ｍ
、
中
堅
１
２
０
ｍ
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
、
両
翼
１
０
０

ｍ
、
中
堅
１
２
２
ｍ
の
人
工
芝

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
整
備
す
る
。
既

存
の
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
は
撤
去

し
、
Ｒ
Ｃ
造
（
一
部
Ｓ
、
Ｓ
Ｒ

Ｃ
造
）
３
階
、
延
べ
床
面
積
約

９
７
３
０
㎡
の
メ
イ
ン
ス
タ
ン

ド
を
新
設
す
る
と
の
こ
と
。
付

属
施
設
と
し
て
、
１
・
３
塁
側

に
32
ｍ
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
側
に

30
ｍ
の
防
球
ネ
ッ
ト
、
夜
間
照

明
な
ど
を
設
置
す
る
。

　
周
囲
に
は
、
市
民
の
憩
い
の

増
築
さ
れ
て
お
り
、
築
年
数
は

30
年
ほ
ど
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

主
な
ス
ペ
ー
ス
は
ア
リ
ー
ナ
や

体
育
館
、
武
道
館
は
競
技
場
、

球
技
場
な
ど
が
あ
る
。

単
独
で
の
民
設
民
営
だ
け
で
な

く
特
定
目
的
会
社
の
設
立
な
ど

も
含
め
て
検
討
す
る
。

　
新
ス
タ
ジ
ア
ム
の
客
席
数
は

Ｊ
１
基
準
の
１
万
５
０
０
０
人

を
満
た
す
も
の
と
す
る
。
具
体

的
な
数
字
は
未
定
だ
が
、
２
万

人
に
は
届
か
な
い
規
模
を
想
定

し
て
い
る
も
よ
う
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
来
場

者
向
け
に
観
光
・
飲
食
・
宿

泊
・
試
合
を
含
む
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ツ
ア
ー
を
用
意
。
ま
た
、
試
合

が
な
い
日
も
安
全
安
心
な
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
市
民
に
開
放

し
に
ぎ
わ
い
創
出
を
図
る
。

ト
イ
レ
、
多
目
的
ト
イ
レ
、
授

乳
室
、
事
務
室
、
器
具
庫
、
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
カ

フ
ェ
等
、
防
災
倉
庫
、
機
械
室

等
を
配
備
予
定
。
付
帯
施
設
の

想
定
延
べ
床
面
積
は
約
２
３
０

０
㎡
。
共
用
部
（
廊
下
、
階

段
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
）
は

約
４
０
０
㎡
を
見
込
ん
で
い

る
。

ス
タ
ジ
ア
ム
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の

概
要
、
完
成
時
期
に
関
し
て
は

建
設
候
補
地
決
定
後
に
計
画
策

定
を
進
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

進
捗
状
況
と
し
て
報
告
し
て
い

く
予
定
。

　
ま
た
、
新
ス
タ
ジ
ア
ム
の
誘

致
を
目
指
し
て
い
た
潮
来
市
で

は
、
将
来
的
な
鹿
行
地
域
の
活

性
化
や
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の

さ
ら
な
る
発
展
を
考
慮
し
、
潮

来
市
内
に
地
域
連
携
拠
点
施
設

を
整
備
す
る
と
の
こ
と
。
具
体

的
な
施
設
の
内
容
に
つ
い
て
は

今
後
調
査
検
討
を
進
め
る
中
で

決
め
る
た
め
、
現
段
階
で
は
未

定
と
し
て
い
る
。

　
守
谷
市
は
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ

ロ
ー
ズ
二
軍
施
設
の
誘
致
に
向

け
、
総
合
公
園
の
整
備
を
計
画

し
て
い
る
。
公
園
区
域
を
20
・

８ 

ha
に
変
更
し
て
新
た
に
市

民
野
球
場
や
サ
ッ
カ
ー
場
等
を

追
加
す
る
。
本
年
度
の
７
月
以

降
に
基
本
設
計
を
発
注
予
定

で
、
実
施
設
計
を
経
て
２
０
２

５
年
度
に
着
工
。
ヤ
ク
ル
ト
二

軍
施
設
ゾ
ー
ン
は
27
年
１
月
の

完
成
を
目
指
す
。
ヤ
ク
ル
ト
と

の
基
本
協
定
締
結
は
７
月
末
以

降
の
見
込
み
。

　
市
で
は
屋
内
運
動
場
や
屋
外

運
動
施
設
が
不
足
し
て
い
る
背

景
が
あ
り
、
ヤ
ク
ル
ト
二
軍
施

　
筑
西
市
は
、
明
野
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
武
道
館
（
海

老
ヶ
島
２
１
２
０

－

７
）
の
大

規
模
改
修
工
事
に
向
け
た
設
計

に
取
り
か
か
る
。
当
初
予
算
で

は
、
委
託
料
と
し
て
１
５
０
０

万
円
を
計
上
し
て
お
り
、
夏
頃

に
も
発
注
し
た
い
考
え
だ
。
着

工
時
期
は
２
０
２
４
年
度
以
降

で
検
討
す
る
。

　
現
状
と
し
て
、
武
道
館
で
の

雨
漏
り
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
工
法
な
ど
も
含
め

て
、
設
計
の
中
で
詳
細
を
定
め

て
い
く
も
よ
う
。
こ
の
ほ
か
、

床
や
内
外
壁
の
改
修
、
ト
イ
レ

の
洋
式
化
な
ど
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
。

　
建
物
規
模
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
平

屋
建
て
、
延
べ
面
積
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
約
１
１
９

９
㎡
、
武
道
館
が
約
６
７
７

㎡
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

は
１
９
８
４
年
に
建
て
ら
れ
て

べ
床
約
６
９
０
０
㎡
を
想
定
。

総
事
業
費
は
、
基
本
計
画
で
は

約
46
億
円
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
担
当
者
は
「
資
材
価
格
の

高
騰
な
ど
に
よ
り
、
65
～
70
億

円
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と

話
し
て
い
る
。
２
０
２
３
年
度

は
既
存
建
物
の
解
体
と
実
施
設

計
を
行
う
予
定
で
、
24
・
25
年

度
で
本
体
工
事
、
26
年
度
に
外

構
工
事
を
実
施
す
る
計
画
。
供

用
開
始
は
27
年
度
を
目
指
す
。

　
基
本
設
計
に
よ
る
と
、
メ
イ

ン
ア
リ
ー
ナ
は
約
１
８
０
０

㎡
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
各
３
面
、
卓
球
12

面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
10
面
、
剣

道
、
柔
道
各
６
面
）。
観
覧
席

は
２
階
に
固
定
席
約
１
０
０
０

席
と
、
多
目
的
観
覧
席
を
10
席

程
度
設
置
す
る
。
サ
ブ
ア
リ
ー

ナ
は
約
８
５
０
㎡
（
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
１
面
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
１
面
、
卓
球
６
面
、
バ
ド
ミ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
常
に
進
化
す
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
地

域
と
と
も
に
成
長
を
掲
げ
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
な
ど
が
可
能
な
多

機
能
化
お
よ
び
周
辺
開
発
と
の

連
携
、
ま
た
、
年
数
経
過
や
海

風
に
よ
る
塩
害
を
起
因
と
し
た

施
設
老
朽
化
の
対
策
と
し
て
、

ま
ち
の
象
徴
と
な
る
新
た
な
ス

タ
ジ
ア
ム
建
設
を
目
指
す
た
め

の
計
画
。

　
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
や
県
と
の
協

議
の
結
果
、
鹿
嶋
市
内
で
建
設

検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

併
せ
て
、
広
域
課
題
で
あ
る
渋

滞
問
題
な
ど
、
課
題
解
決
に
向

け
た
検
証
を
進
め
て
い
く
。
新

場
所
と
な
る
ふ
れ
あ
い
広
場
を

整
備
す
る
。
イ
ベ
ン
ト
会
場
や

臨
時
駐
車
場
と
し
て
の
利
用
を

想
定
し
て
お
り
、
整
備
面
積
は

約
２
１
４
０
㎡
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
も
整
備
す
る
予
定
。

実
施
設
計
は
、
㈱
Ｉ
Ｎ
Ａ
新
建

築
研
究
所
が
担
当
し
た
。

　
担
当
者
に
よ
れ
ば
10
～
11
月

頃
に
工
事
の
発
注
を
実
施
し
、

12
月
議
会
議
決
後
に
本
契
約
を

締
結
し
た
い
考
え
で
、「
年
明

け
に
は
工
事
を
始
め
ら
れ
れ

ば
」
と
の
事
。

　
常
陸
太
田
市
で
は
、
新
総
合

体
育
館
の
整
備
計
画
を
進
め
て

い
る
。
建
物
の
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造

（
屋
根
は
Ｓ
造
）
２
階
建
て
延

設
を
含
む
総
合
公
園
を
整
備
す

る
こ
と
で
ス
ポ
ー
ツ
推
進
や
交

流
人
口
の
増
加
な
ど
を
図
る
。

本
年
度
予
算
で
総
合
公
園
設
計

費
な
ど
２
億
４
２
８
５
万
１
０

０
０
円
を
盛
り
込
ん
だ
。

　
整
備
場
所
は
広
域
幹
線
道
路

沿
い
で
守
谷
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に

も
近
接
す
る
野
木
崎
地
内
。
常

総
運
動
公
園
に
も
隣
接
。

　
変
更
後
の
施
設
規
模
は
、
ヤ

ク
ル
ト
球
団
使
用
施
設
が
球

お
り
、
築
年
数
40
年
近
く
経
過

し
て
い
る
。
武
道
館
は
94
年
に

　
㈱
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
水

戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
（
小
島
耕

代
表
取
締
役
）
は
、
新
ス
タ
ジ

ア
ム
に
つ
い
て
23
年
度
中
に
建

設
予
定
地
の
発
表
を
予
定
し
て

い
る
。
25
年
度
に
設
計
を
策
定

し
、
26
年
度
の
着
工
、
28
年
度

の
竣
工
を
目
指
す
。
事
業
ス

キ
ー
ム
は
従
来
方
針
の
ク
ラ
ブ

ン
ト
ン
４
面
）。

　
ま
た
、
多
目
的
ル
ー
ム
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
配

置
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
の

想
定
延
べ
床
面
積
は
約
４
１
０

０
㎡
と
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
付
帯
施
設
と
し
て

は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
、
放
送

室
、
医
務
室
、
選
手
更
衣
室
、

更
衣
室
、
身
障
者
用
更
衣
室
、

（仮称）守谷SA
スマートIC周辺

土地区画整理事業区域

（仮称）守谷SA
スマートIC周辺

土地区画整理事業区域

常総運動公園常総運動公園

駐車場
500台分
駐車場
500台分

多目的広場
1万1000㎡
多目的広場
1万1000㎡

体育館
3500㎡
体育館
3500㎡

トイレトイレ

トイレトイレ

パークセンター
トイレ

パークセンター
トイレ

トイレトイレ

サッカー場等
105ｍ×68ｍ
サッカー場等
105ｍ×68ｍ

多目的広場
1万8000㎡
多目的広場
1万8000㎡

調整池
（親水広場）
調整池

（親水広場）

駐車場
200台分
駐車場
200台分

来客者用駐車場
300台分

来客者用駐車場
300台分

インクリーシブ
遊具広場
3000㎡

インクリーシブ
遊具広場
3000㎡

市民野球場市民野球場

サブグラウンドサブグラウンド

屋内練習場屋内練習場

関係者用駐車場関係者用駐車場
大野川大野川

球場球場

ラン
ニン
グコ
ース
（1
周1
.2㎞
）

ラン
ニン
グコ
ース
（1
周1
.2㎞
）

場
（
１
万
６
０
０
０
㎡
）、
サ

ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
１
万
４
０
０

０
㎡
）、
屋
内
練
習
場
（
６
０

０
０
㎡
）、
そ
の
他
広
場
・
外

構
・
駐
車
場
等
（
３
万
６
０
０

０
㎡
）
を
想
定
。

　
そ
の
他
の
公
園
施
設
と
し
て

は
屋
内
運
動
施
設
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
遊
具
広
場
、
そ
の

他
・
駐
車
場
な
ど
を
見
込
み
、

必
要
面
積
の
合
計
は
約
20
万
８

０
０
０
㎡
程
度
。

　
屋
内
運
動
施
設
は
、
災
害
時

に
上
階
に
避
難
で
き
る
よ
う
な

施
設
と
す
る
た
め
２
～
３
階
建

て
と
す
る
見
通
し
。

県
北
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
改
修
計
画

野
球
場
・
体
育
館
な
　
　
ど

を
整
備

日　立　市
常陸太田市

潮
来
市
は
連
携
拠
点
検
討

鹿
嶋
市
内
に
新
ス
タ
建
設
へ

アントラーズ

明
野
ト
レ
セ
ン
・
武
道
館

改
修
見
据
え
設
計
発
注

筑西市

新
ス
タ
着
工
は
26
年
度
見
込
み

年
度
内
に
建
設
地
公
表

ホーリーホック

ヤ
ク
ル
ト
二
軍
施
設
誘
致
向
け

総
合
公
園
整
備
を
計
画

守谷市
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適正規模・配置などを検討学校施設の
新設・増築

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
は
、
み
ら

い
平
地
区
新
設
中
学
校
建
設
工

事
に
向
け
、
設
計
業
務
を
進
め

て
い
る
。
規
模
は
、
校
舎
が
Ｒ

Ｃ
造
４
階
建
て
、
延
べ
面
積
１

万
４
１
０
１
㎡
、
屋
内
運
動
場

が
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
平
屋
建
て
、
１
７

７
４
㎡
、
プ
ー
ル
が
Ｒ
Ｃ
造
２

　
鉾
田
市
は
、
旭
中
学
校
区
統

合
小
学
校
整
備
事
業
を
進
め

て
い
る
。
統
合
小
の
建
物
規
模

は
、
校
舎
が
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建

て
、
延
べ
面
積
６
５
２
５
㎡
、

体
育
館
が
Ｓ
造
平
屋
建
て
、
１

５
９
１
㎡
を
想
定
。
そ
の
ほ

か
、
屋
外
プ
ー
ル
や
調
整
池
も

整
備
す
る
予
定
だ
。
実
施
設
計

業
務
は
㈱
桜
設
計
事
務
所
が
担

当
。
本
体
工
事
は
２
０
２
４
年

度
の
夏
頃
に
も
発
注
す
る
。
２

カ
年
で
の
施
工
を
予
定
し
、
26

年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
す
。

　
統
合
す
る
の
は
、
旭
東
小
、

旭
南
小
、
旭
西
小
、
旭
北
小
の

４
校
。
建
設
地
は
玉
田
１
０
４

７

－

８
ほ
か
。
敷
地
面
積
は
４

階
建
て
、
１
６
０
２
㎡
を
想

定
。
本
年
度
は
実
施
設
計
を
ま

と
め
、
２
０
２
４
年
度
か
ら
26

年
度
で
工
事
を
進
め
る
。
27
年

度
の
開
校
を
目
指
す
。

　
建
設
地
は
富
士
見
ヶ
丘
３

－

９

－

１
。
敷
地
面
積
２
万
９
９

３
３
・
７
９
㎡
。
設
計
は
佐
藤

総
合
計
画
、
ａ

ｎ
ｄ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ

建
築
設
計
事
務

所
の
Ｊ
Ｖ
が
担

当
し
て
い
る
。

　
校
舎
中
央
に

は
、
共
有
空
間

と
な
る
「
み
ら

い
コ
モ
ン
ズ
」

を
配
置
。
学
び

の
中
心
と
な

る
「
ラ
ー
ニ
ン

グ
コ
モ
ン
ズ
」、

特
別
教
室
で
構

成
さ
れ
る
「
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
コ
モ

ン
ズ
」、
各
階

を
つ
な
ぎ
日
常

動
線
に
居
場
所

と
交
流
を
生
む

「
ス
テ
ッ
プ
コ

万
７
３
１
４
㎡
。

　
校
舎
棟
に
は
普
通
教
室
15

室
、
特
別
支
援
室
８
室
、
特
別

教
室
、
共
有
ゾ
ー
ン
な
ど
を
配

置
。
ま
た
、
管
理
関
係
室
と
し

て
職
員
室
、
事
務
室
、
校
長

室
・
応
接
室
、
会
議
室
、
職
員

便
所
、
保
健
室
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
室
、
相
談
室
な
ど
を
備
え

る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
た
め
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
置
す
る
。

　
体
育
館
に
は
ア
リ
ー
ナ
、
ス

テ
ー
ジ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
の
ほ
か
、

地
域
交
流
室
、
給
湯
室
、
倉
庫

な
ど
も
設
け
る
。
屋
外
プ
ー
ル

は
25
ｍ
×
６
コ
ー
ス
、
水
面
積

が
３
２
５
㎡
、
プ
ー
ル
付
属
棟

年
築
で
、
築
年
数
50
年
近
く
が

経
過
し
て
い
る
。
建
物
規
模
は

Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
て
、
延
べ
面
積

は
約
３
８
５
４
㎡
。
既
存
施
設

の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
狭

あ
い
化
も
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
施
設
の
改
修
や
一
部
増
改

築
な
ど
を
視
野
に
入
れ
、
再
整

備
を
実
施
す
る
。

　
本
年
度
は
耐
力
度
調
査
や
測

量
調
査
な
ど
を
進
め
る
。
耐
力

度
調
査
は
㈱
エ
イ
プ
ラ
ス
・
デ

ザ
イ
ン
、
測
量
調
査
は
㈱
新
和

技
研
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
担

当
。
23
年
度
当
初
予
算
で
は
、

調
査
委
託
料
と
し
て
１
０
６
７

万
６
０
０
０
円
を
充
て
た
。
年

度
内
に
は
設
計
業
者
を
決
定
し

た
い
考
え
。

　
こ
れ
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
し
て
は
、
24
年
度
に
基
本
設

計
と
実
施
設
計
を
進
め
て
い
く

予
定
で
、
25
年
度
以
降
の
工
事

着
手
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
20
年
度
か
ら
２
期
に
わ
た
っ

て
長
寿
命
化
改
良
を
行
っ
て

お
り
、
22
年
度
に
工
事
が
完
了

し
た
。
長
寿
命
化
改
良
の
建
築

工
事
Ⅰ
期
は
鈴
木
良
・
北
島

Ｊ
Ｖ
、
Ⅱ
期
は
東
洋
・
関
口
Ｊ

Ｖ
、
電
気
設
備
工
事
は
佐
藤
電

設
㈱
、
給
排
水
工
事
は
丸
大
燃

工
㈱
、
空
調
工
事
は
第
一
設
備

工
業
㈱
が
担
当
し
た
。

　
学
校
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
、
景
観
へ

の
配
慮
、
内
装
の
木
質
化
な
ど

に
よ
り
、
環
境
へ
配
慮
す
る
。

防
災
の
た
め
の
か
ま
ど
ベ
ン
チ

や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
防
災

井
戸
の
設
置
も
検
討
。

　
結
城
南
中
の
建
物
規
模
は
、

管
理
教
室
棟
が
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建

て
、
延
べ
面
積
４
１
９
５
㎡
。

特
別
教
室
棟
は
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建

て
、
２
１
２
５
㎡
。
技
術
教
室

棟
は
Ｓ
造
平
屋
建
て
、
５
１
８

㎡
。
普
通
教
室
棟
は
Ｒ
Ｃ
造
２

階
建
て
、
８
１
６
㎡
。
屋
内
運

動
場
は
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
て
、
２

１
０
８
㎡
。
武
道
館
は
Ｓ
造
平

屋
建
て
、
３
９
４
㎡
。

児
童
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
既
存
校
舎
の

南
東
部
へ
新
た
な
校
舎
を
増
築

す
る
。

　
増
築
す
る
校
舎
は
、
既
存
校

　
結
城
市
は
、
結
城
南
中
学
校

区
の
小
学
校
５
校
を
統
合
し
、

新
設
小
学
校
を
整
備
す
る
。
設

計
業
務
は
㈱
桂
設
計
茨
城
事
務

所
（
水
戸
市
）
が
担
当
。
履
行

期
間
は
、
２
０
２
５
年
２
月
28

日
ま
で
。
順
調
に
進
め
ば
25
年

度
に
は
学
校
本
体
の
建
築
工
事

お
よ
び
外
構
工
事
な
ど
に
か

か
っ
て
い
き
た
い
考
え
だ
。
統

合
校
は
、
結
城
南
中
の
敷
地
内

に
整
備
し
、
小
中
一
貫
型
の
小

学
校
・
中
学
校
と
す
る
予
定
。

27
年
度
の
開
校
を
目
指
し
、
作

業
を
進
め
て
い
く
。

　
統
合
す
る
５
校
は
、絹
川
小
、

江
川
北
小
、
江
川
南
小
、
山
川

小
、
上
山
川
小
。
新
設
小
学
校

の
校
舎
は
２
階
建
て
、
延
べ
面

積
８
５
０
０
～
９
８
０
０
㎡
を

想
定
。
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

西
側
に
配
置
し
、
北
側
に
あ
る

中
学
校
と
渡
り
廊
下
で
繋
ぐ
こ

と
で
、
施
設
一
体
型
と
す
る
。

　
普
通
教
室
、各
種
特
別
教
室
、

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
等
を
行
う
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

な
ど
の
機
能
を
備
え
る
。

　
結
城
南
中
の
所
在
地
は
大
木

モ
ン
ズ
」
で
構
成
さ
れ
る
。

　
３
教
室
を
１
ユ
ニ
ッ
ト
と

し
、
１
０
０
人
程
度
の
ま
と
ま

り
を
つ
く
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
教
室

と
す
る
。
特
別
教
室
も
、
準
備

室
を
含
む
３
室
を
ユ
ニ
ッ
ト
と

　
水
戸
市
は
、
酒
門
小
学
校

（
酒
門
町
１
４
４
５

－

１
）
の

校
舎
増
築
を
計
画
し
て
い
る
。

実
施
設
計
は
㈱
柴
建
築
設
計
事

務
所
が
担
当
。
履
行
期
間
は
来

年
３
月
15
日
ま
で
。
建
物
規
模

は
Ｓ
造
２
階
建
て
、
延
べ
面
積

は
約
８
２
５
㎡
を
想
定
し
て
い

る
。
予
算
が
付
け
ば
、
２
０
２

４
年
度
か
ら
の
工
事
着
手
を
目

指
し
て
い
く
。

　
酒
門
小
の
児
童
数
は
、
昨
年

５
月
１
日
時
点
で
７
３
０
人
。

周
辺
地
域
で
は
宅
地
の
整
備
が

進
み
、
児
童
数
は
20
年
度
が
６

７
６
人
、
21
年
度
が
６
９
１
人

と
増
加
傾
向
に
あ
る
。
今
後
も

は
１
２
８
㎡
を
想
定
。

　
こ
の
ほ
か
、
浸
透
併
用
調
整

池
（
４
７
０
０
㎥
）、
屋
外
倉

庫
・
ト
イ
レ
、
駐
輪
場
、
駐
車

場
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、

遊
具
な
ど
を
整
備
す
る
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
お
よ
び
遊
具
ス

ペ
ー
ス
の
面
積
は
９
３
０
４
・

６
８
㎡
で
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
面
積
は
１
万
７
７
１
７
・
３

２
㎡
。
ま
た
、
緑
地
・
花
壇

（
中
・
低
木
）
71
・
５
２
㎡
、

緑
地
平
坦
部
（
張
芝
・
中
木
）

１
６
５
６
・
０
３
㎡
、
緑
地
法

面
部
（
張
芝
）
１
０
７
９
・
１

６
㎡
、
菜
園
１
０
５
４
㎡
を
整

備
す
る
計
画
だ
。

　
基
本
計
画
は
㈱
三
橋
設
計
が

策
定
し
た
。
建
物
の
基
本
設

計
、
造
成
の
基
本
・
実
施
設
計

は
㈱
桜
設
計
事
務
所
、
地
質
調

査
と
地
形
測
量
は
ホ
コ
タ
設
計

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
㈱
が
担
当
。

　
日
立
市
は
、
日
立
特
別
支
援

学
校
（
鮎
川
町
３

－

11

－

２
）

の
再
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

本
年
度
は
耐
力
度
調
査
や
測
量

調
査
な
ど
の
基
礎
調
査
を
進

め
、
秋
頃
に
も
設
計
業
者
の
選

定
に
進
み
た
い
考
え
。
設
計
の

発
注
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

検
討
。
着
工
は
２
０
２
５
年
度

以
降
を
想
定
し
て
い
る
。

　
特
別
支
援
学
校
は
１
９
７
５

舎
と
渡
り
廊
下
（
75
㎡
程
度
）

で
接
続
す
る
。
主
な
計
画
諸
室

は
、
普
通
教
室
（
５
室
）、
男

女
ト
イ
レ
（
各
階
）、
配
膳
室

（
各
階
）、
ダ
ム
ウ
ェ
ー
タ
ー
、

体
育
倉
庫
な
ど
。

　
な
お
、
既
存
校
舎
は
古
い
も

の
で
１
９
６
９
年
に
建
築
さ
れ

て
い
る
。
敷
地
面
積
は
約
１
万

５
０
６
０
㎡
。

１
１
２
３
。
敷
地
面
積
は
約
６

万
５
６
５
７
㎡
。
築
年
数
50
年

以
上
の
校
舎
も
あ
る
た
め
、
将

来
的
に
建
替
え
が
必
要
と
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
屋
内
運
動
場
は
、
中
学
校
の

既
存
施
設
に
加
え
、
小
学
校
側

で
の
新
設
も
予
定
。
屋
内
運
動

場
は
約
１
１
０
０
㎡
を
想
定
し

て
い
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
面
積

は
約
２
万
５
０
０
０
㎡
か
ら
約

３
万
㎡
と
な
る
見
込
み
。

　
現
在
、
各
自
治
体
で
は
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正

配
置
の
調
査
や
検
討
が
進
ん
で
い
る
。
少
子
高
齢
化
や
社

会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
児
童
生
徒
数
に
変
化
が
生

じ
て
い
る
現
状
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
策
を
講
じ
て
い
る
状

況
だ
。
ま
た
、
既
存
校
舎
等
の
老
朽
化
も
問
題
の
一
つ
で

あ
り
、
教
育
環
境
の
改
善
と
い
う
意
味
で
も
学
校
整
備
は

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
既
存
の
校
舎
を
活

か
し
た
小
中
一
貫
教
育
校
の
整
備
や
、
統
合
小
学
校
の
新

設
、
校
舎
の
増
築
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
進
め
る
事
業
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

地域に開き、生徒を迎える外観のイメージ地域に開き、生徒を迎える外観のイメージ

武道場武道場
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小学校
新設
小学校
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駐輪場駐輪場
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屋内運動場屋内運動場

特別教室棟特別教室棟

西昇降口西昇降口 東昇降口東昇降口
管理教室棟管理教室棟

普通教室棟普通教室棟

結城南中学校校舎結城南中学校校舎

設
計
進
め
24
年
度
か
ら
工
事
へ

教
育
環
境
改
善
に
も
配
慮

つ
く
ば
み
ら
い
市
・
新
設
中
学
校

し
て
配
置
す
る
。

　
体
育
館
は
、
屋
上
を
サ
ブ
グ

ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
を
見
込
ん
で
い
る
た
め
、
Ｓ

Ｒ
Ｃ
構
造
と
し
て
耐
荷
重
を
確

保
す
る
考
え
。
体
育
館
に
隣
接

す
る
武
道
場
は
剣
道
・
柔
道
に

対
応
可
能
と
す
る
。
プ
ー
ル
は

１
階
部
分
を
駐
輪
場
と
し
、
１

５
０
０
台
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
円
弧

状
に
傾
け
る
こ
と
で
、
広
い
面

積
を
確
保
す
る
。

24
年
度
夏
に
工
事
着
手

来
年
度
の
着
工
目
指
す

25
年
度
よ
り
本
体
建
築

鉾
田
市
・
旭
統
合
小

水
戸
市
・
酒
門
小
増
築

結
城
市
・
結
城
南
統
合
小

設計は秋頃プロポ
日立市・特別支援学校
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暑中お見舞い申し上げます 令和5年盛夏

茨城県つくばみらい市下長沼118-1

確かな技術と誠実さで社会に奉仕致します

電話 0297(52)2298　　　
FAX 0297(52)4867　　　
URL https://www.ywr.co.jp/

〒310－0013  水戸市若宮1丁目2番7号
TEL 029－224－6361㈹　FAX 029－224－6504

〒300－0051  土浦市真鍋1－14－17　オクイビル3F
TEL 029－869－6722㈹　FAX 029－869－6723
URL http://www.wachisyouji.co.jp

本 社

つくば営業所

ALC・杭・地盤改良・耐火被覆・金属屋根・OAフロアー・パーテーション・雨水貯留・スポーツ床・グラウンド改良・防球ネット・
インターロッキング・平板・木製デッキ・門扉フェンス・公園施設・噴水・遊具・トイレ・サイン・コンクリート二次製品

新しい都市景観創造
自然と調和する、より豊かで快適な生活空間を支えていきたい。
自由な発想と先進の技術で、地域社会に貢献していきたい。　 

――私たちは、和知商事です。

総合建設業 ISO9001：2015認証取得

横田建設株式会社

本　社/〒310－0845 茨城県水戸市吉沢町667
TEL. （029）247－0830
FAX. （029）247－9899

代表取締役　横 田  修 一

(公社)日本下水道管路管理業協会員
光硬化工法協会員・FFT-S工法施工会員
LB工法協会員 MLR工法協会員
日本スナップロック協会員

代表取締役　清　水　寿　美

本社／〒310－0803　茨城県水戸市城南 1 丁目６番９号
TEL 029（300）3511
FAX 029（300）7160

足場工事、鉄骨組立工事、建築土工事、鉄骨仮設材リース業、仮設計画事業

茨城県知事許可（特-04）第21680号

代表取締役社長 松 　 浦 　 一 　 久

・ひたちなか営業所

本社/茨城県常陸大宮市山方645番地
TEL.0295-57-6860  FAX.0295-57-2507
大 TEL.0295-52-3951

TEL.0295-53-0063
TEL.0299-43-0361
TEL.0295-57-9311
TEL.029-288-4833

大宮第一砂利プラント
大宮第二砂利プラント
八 郷 生 コ ン 工 場
第 一 砕 石 工 場
総武石材鉱業株式会社

小河原  欣　也
小河原  利一郎

代表取締役会長

代 表 取 締 役

地域に貢献できる建設産業を目指す

代表取締役　澤　畠　弘　樹

〒319-1106 茨城県那珂郡東海村白方 538-2
　　 電話 (029) 282-2626
　　 FAX (029) 282-2742
 E -mail:soumu@tokokensetsu.jp

総合不動産・総合建設業

芙蓉リビング株式会社
茨城県つくば市東新井２２番地１５－３

https://www.fuyou-living.com/

茨 城 県 取 手 市 片 町 ３ ３ ０ 番 地 １

https://www.fuyou-x-sell.com/

総合不動産

芙蓉エクセル株式会社

あなたのためのニーズに応える

グループ
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36協定の
締結・届出が必要
＜協定事項＞

特別条項として

災害時における復旧及び復興の事業に
従事する場合における月/年の
時間外・休日労働時間数

月45時間を超えることが
できる回数（6回まで）等

※緊急時であっても、可能な限り時間外・休日労働は36協定の範囲内とすること。

※時間外･休日労働の以下の規制は適用しない
月100時間未満 2～6か月平均80時間以内

特別条項として

月45時間を超える場合
における月/年の
時間外・休日労働時間数

月45時間を超えることが
できる回数（6回まで）等

一般条項として

時間外・休日労働を
させることができる場合

その場合の労働者の
範囲や人数

１日/１か月/１年の時間外
労働時間数の限度等

見込まれない

見込まれない

見込まれる

月45時間超の
時間外・休日労働が
見込まれるか？

災害時の
復旧･復興の対応が
見込まれるか？

公益・人命保護のために緊急を要する災害対応により、
36協定に定める限度時間・回数を超える時間外・休日労働があった

労働基準法第33条の許可/届出

手続フローチャート

見込まれる

※様式９号の３の２は
災害時の復旧・復興の
対応が見込まれる場合

様式
９号の2

様式
９号の
３の３

様式９号、
様式９号の
３の２※

　
労
働
基
準
法
で
は
、
労
働
時

間
は
原
則
と
し
て
、
１
日
８
時

間
・
１
週
40
時
間
以
内
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
休
日
は
原
則

と
し
て
、
毎
週
少
な
く
と
も
１

回
与
え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
法
定
労
働
時
間
を
超
え
て

労
働
者
に
時
間
外
労
働
を
さ
せ

る
場
合
や
法
定
休
日
に
労
働
さ

せ
る
場
合
に
は
、
労
働
基
準
法

第
36
条
に
基
づ
く
労
使
協
定

（
36
協
定
）
の
締
結
、
36
協
定

の
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
へ

の
届
出
が
必
要
と
な
る
。
そ
し

て
36
協
定
で
は
「
時
間
外
労
働

を
行
う
業
務
の
種
類
」
や
「
時

間
外
労
働
の
上
限
」
な
ど
を
決

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
、
時
間
外
労
働
の

上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
建
設
業
だ
が
、
来
年
４
月
か

ら
は
原
則
と
し
て
月
45
時
間
・

年
３
６
０
時
間
が
上
限
と
な

る
。
臨
時
的
な
特
別
の
事
情
が

あ
っ
て
労
使
が
合
意
す
る
場
合

で
も
時
間
外
労
働
と
休
日
労
働

の
合
計
は
月
１
０
０
時
間
未
満

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
違

反
し
た
場
合
、
使
用
者
に
は
６

カ
月
以
下
の
懲
役
又
は
30
万
円

以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
る
。
こ

　
建
設
業
が
36
協
定
を
締
結
す

る
場
合
、
業
務
内
容
に
よ
っ

て
４
つ
の
様
式
に
分
か
れ
る

（
チ
ャ
ー
ト
参
照
）。
第
１
の
パ

タ
ー
ン
は
月
45
時
間
超
の
時
間

外
・
休
日
労
働
が
見
込
ま
れ

ず
、
か
つ
災
害
時
に
お
け
る
復

旧
及
び
復
興
の
対
応
も
見
込
ま

れ
な
い
場
合
（
様
式
第
９
号
）。

　
第
２
の
パ
タ
ー
ン
は
月
45
時

間
超
の
時
間
外
・
休
日
労
働
が

見
込
ま
れ
る
が
、
災
害
時
に
お

け
る
復
旧
及
び
復
興
の
対
応
は

見
込
ま
れ
な
い
場
合
（
様
式
第

９
号
の
２
）。

　
第
３
の
パ
タ
ー
ン
は
月
45
時

間
超
の
時
間
外
・
休
日
労
働
が

見
込
ま
れ
な
い
が
、
災
害
時
に

お
け
る
復
旧
及
び
復
興
の
対
応

は
見
込
ま
れ
る
場
合
（
様
式
第

９
号
の
３
の
２
）。

　
第
４
の
パ
タ
ー
ン
は
月
45
時

間
超
の
時
間
外
・
休
日
労
働
が

見
込
ま
れ
、
か
つ
災
害
時
に
お

け
る
復
旧
及
び
復
興
の
対
応
も

見
込
ま
れ
る
場
合
（
様
式
第
９

れ
は
建
設
業
に
限
ら
ず
全
て
の

職
種
に
当
て
は
ま
る
規
制
だ
。

　
た
だ
し
、
建
設
業
に
は
特
例

が
あ
る
。
災
害
時
に
お
け
る
復

旧
及
び
復
興
の
事
業
を
行
う
場

合
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

の
一
部
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な

い
。
そ
の
事
業
を
行
う
に
は
適

切
な
36
協
定
を
締
結
し
、
届
出

を
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
だ
。

　
災
害
時
に
お
け
る
復
旧
及
び

復
興
の
事
業
と
は
何
か
。
こ
れ

は
「
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
工
作
物
の
復
旧
お
よ
び
復
興

を
目
的
と
し
た
建
設
工
事
」
を

指
す
。

　
例
え
ば
、
特
定
の
災
害
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
道
路
や
鉄
道

の
復
旧
、
仮
設
住
宅
や
復
興
支

援
道
路
の
建
設
、
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担

法
の
適
用
を
受
け
る
災
害
復
旧

事
業
、
国
や
自
治
体
と
締
結
し

た
災
害
協
定
に
基
づ
く
災
害
復

旧
事
業
、
維
持
管
理
契
約
内
で

発
注
者
（
民
間
発
注
者
含
む
）

の
指
示
に
よ
り
対
応
す
る
災
害

の
復
旧
事
業
な
ど
。
ま
た
、
複

数
年
に
わ
た
り
行
う
復
興
の
事

業
も
対
象
と
な
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
「
災
害
時

号
の
３
の
３
）。

　
た
だ
し
、
36
協
定
で
定
め
て

い
な
く
て
も
「
災
害
そ
の
他
避

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
由
」

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
労
働

基
準
監
督
署
長
に
許
可
申
請
等

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
36
協
定

で
定
め
る
限
度
と
は
別
に
時
間

外
・
休
日
労
働
を
行
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
は
か
か

ら
な
い
。
対
象
と
な
る
の
は
、

例
え
ば
、
地
震
や
水
害
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
の
早
期
復
旧
や
安
全
な
道

路
交
通
の
早
期
復
旧
な
ど
臨
時

的
な
必
要
が
あ
る
場
合
。
前
述

の
「
災
害
時
に
お
け
る
復
旧
及

　
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

は
、
人
手
不
足
に
悩
む
建
設
業

界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
事
業
者
の

当
た
る
。

　
直
行
直
帰
や
、
移
動
時
間
に

つ
い
て
は
、
自
由
な
利
用
が

保
障
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合

に
は
、
労
働
時
間
に
当
た
ら
な

い
。

る
（
定
員
３
０
０
人
）。

　
そ
し
て
、
働
き
方
改
革
の
実

施
に
悩
む
経
営
者
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
「
茨
城
働
き
方
改
革
推
進

支
援
セ
ン
タ
ー
」（
水
戸
市
三

の
丸
２

－

２

－

27
リ
バ
テ
ィ
三

の
丸
２
Ｆ
）
が
ワ
ン
・
ス
ト
ッ

プ
の
無
料
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
や
36
協
定
の
締
結
だ
け
で
な

く
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
、

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
義
務
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
事
に
対
し

て
専
門
家
が
無
料
で
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
る
。

　
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
は

働
き
方
改
革
の
一
環
で
あ
り
、

人
手
不
足
の
解
消
に
は
避
け
て

通
れ
な
い
道
だ
ろ
う
。
建
設
業

が
わ
が
国
の
基
幹
産
業
で
あ
る

以
上
、
担
い
手
不
足
は
建
設
企

業
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
発

注
者
は
適
正
な
工
期
設
定
で
工

事
を
発
注
す
る
必
要
が
あ
る
。

公
共
工
事
だ
け
で
な
く
、
民
間

工
事
に
つ
い
て
も
適
正
な
工
期

設
定
や
週
休
２
日
の
確
保
に
つ

い
て
関
係
省
庁
等
を
通
じ
て
働

き
掛
け
を
実
施
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　
イ
ン
フ
ラ
の
恩
恵
を
受
け
て

い
る
全
て
の
国
民
が
他
人
事
で

な
く
自
分
事
と
す
る
こ
と
が
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

用
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
注
意

が
必
要
な
の
は
「
災
害
時
に
お

け
る
復
旧
及
び
復
興
の
事
業
」

に
従
事
し
た
場
合
で
も
「
時
間

外
労
働
が
月
45
時
間
を
超
え
る

月
は
６
回
ま
で
、
時
間
外
労
働

は
年
７
２
０
時
間
以
内
」
と
い

う
要
件
は
適
用
さ
れ
る
と
い
う

点
だ
。
そ
の
た
め
、
事
業
者
は

災
害
復
旧
に
従
事
し
た
労
働
者

に
つ
い
て
は
年
間
の
労
働
時
間

の
管
理
に
特
に
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

に
お
け
る
復
旧
及
び
復
興
の
事

業
」
に
従
事
し
た
場
合
は
時
間

外
労
働
の
単
月
１
０
０
時
間
未

満
、
複
数
月
80
時
間
未
満
は
適

び
復
興
の
事

業
」
に
類
似
し

て
い
る
が
、
複

数
年
に
わ
た
り

行
う
復
興
の
事

業
に
つ
い
て
は

対
象
に
な
ら
な

い
点
に
注
意
が

必
要
だ
。

　
労
働
基
準
法

に
お
け
る
労
働

時
間
と
は
使
用

者
の
指
揮
命
令

下
に
あ
る
時
間

の
こ
と
を
い

う
。
使
用
者
の

明
示
又
は
黙
示

の
指
示
に
よ
り

労
働
者
が
業
務

に
従
事
す
る
時

間
は
労
働
時
間

に
当
た
り
、
現

実
に
活
動
さ
せ

て
い
な
く
と

も
、
使
用
者
の

指
揮
命
令
下
に

あ
る
時
間
で
あ

れ
ば
労
働
時
間

に
当
た
る
。

　
労
働
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
保

障
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
待
機

等
し
て
い
る
時
間
（
い
わ
ゆ
る

「
手
待
時
間
」）
や
着
替
え
、
作

業
準
備
等
、
安
全
教
育
な
ど
の

時
間
は
い
ず
れ
も
労
働
時
間
に

努
力
だ
け
で
は
な
く
行
政
機

関
、
発
注
者
の
理
解
と
支
援
も

不
可
欠
だ
ろ
う
。
有
利
な
補
助

制
度
や
説
明
会
な
ど
を
活
用
す

る
こ
と
も
大
切
だ
。

　
労
働
時
間
の
短
縮
に
は
生
産

性
向
上
が
不
可
欠
と
な
る
こ
と

か
ら
、
環
境
整
備
に
取
り
組
む

事
業
者
を
支
援
す
る
補
助
制
度

と
し
て
「
働
き
方
改
革
推
進
支

援
助
成
金
」
が
創
設
さ
れ
て
い

る
。
適
用
猶
予
業
種
等
対
応

コ
ー
ス
（
建
設
業
）
で
は
、
最

大
８
３
０
万
円
を
助
成
す
る
。

　
こ
の
コ
ー
ス
は
生
産
性
を
向

上
さ
せ
、
労
働
時
間
の
削
減
や

週
休
２
日
制
の
推
進
に
向
け
た

環
境
整
備
に
取
り
組
む
中
小
事

業
主
を
支
援
す
る
も
の
。
助
成

対
象
と
な
る
取
り
組
み
を
１
つ

以
上
実
施
し
、
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
で
状
況
に
応
じ
て
経
費

の
一
部
を
支
給
す
る
。
問
い
合

わ
せ
は
茨
城
労
働
局
助
成
金
事

務
セ
ン
タ
ー
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
９

－

２
４
６

－

６
３
７
１
）。

　
ま
た
、
県
建
設
業
関
係
労
働

時
間
削
減
推
進
協
議
会
（
茨
城

労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課
）

で
は
８
月
18
日
の
14
時
か
ら
建

設
業
の
労
働
時
間
等
説
明
会
が

県
庁
９
階
の
講
堂
で
開
催
さ
れ

内
容
で
異
な
る
36
協
定

年
間
の
労
働
時
間
管
理
を

助
成
金
や
説
明
会
活
用 労働時間の定め

法律で定められた
労働時間の限度

労働時間・休日に関する原則

8１日 時間及び1週40時間

法律で
定められた休日 1毎週少なくとも 回

これを超えるには、

が必要です。

36協定の
締結・届出

建設業も来年4月から ～時間外労働の上限規制～
　
働
き
方
改
革
へ
、
待
っ
た
な
し

－

。
２
０
１
９
年
４
月
１
日
（
中
小
企
業
は
20
年
４
月
１

日
）
か
ら
施
行
さ
れ
た
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
。
適
用
を
猶
予
さ
れ
て
い
た
建
設
業
界

も
、
い
よ
い
よ
来
年
、
24
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
開
始
と
な
る
。
時
間
外
労
働
の
上
限
は
原

則
と
し
て
月
45
時
間
・
年
３
６
０
時
間
と
な
り
、
特
別
の
事
情
が
あ
っ
て
も
時
間
外
労
働
と

休
日
労
働
の
合
計
は
月
１
０
０
時
間
未
満
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
災
害
時
に
お
け
る
復

旧
及
び
復
興
の
事
業
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
が
、
そ
の
場
合
は
適
切

な
36
協
定
の
締
結
が
必
要
に
な
る
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

椎　名　義　正
藤　田　　　強

田　口　恵一郎
根　本　勝　義
木　村　　　晃
秋　山　　　進

鈴　木　一　良
中　野　　　章
迫　　　祥三郎

秋　山　光　伯隆

竜ケ崎支部

白　田　唯　雄
小　貫　勝　重
大　内　康　意

梅　原　基　弘
井　坂　陽　介

浅　川　清　司
瀧　　　文　雄
千　葉　和　男
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令和5年 盛夏

代表取締役専務

代表取締役　髙　橋　正　光

〒311－1115　茨城県水戸市大串町952－4番地
TEL　029－269－3066㈹
FAX　029－269－4130　

鶴 田 組株式会社

代表取締役　鶴　田　哲　男

茨城県那珂市菅谷4 4 5 8－ 7 3
T E L 　 0 2 9 － 2 9 8 － 1 1 3 5
F A X 　 0 2 9 － 2 9 8 － 1 1 5 3

代表取締役　斉　藤　　　実

〒300－0805　茨城県土浦市宍塚 1677－1
TEL 029－821－2891
FAX 029－821－2882

〒300－0331
茨城県稲敷郡阿見町阿見 4666－3084
TEL 029－887－4834
FAX 029－888－2857

代表取締役　杉　原　栄　司

株式会社 杉原建設
特定建設業

TEL. 0295-76-0007㈹　 FAX. 0295-76-0161

代表取締役　田　口　誠　壽

代表取締役　小　松　﨑　卓

〒319－0205　茨城県笠間市押辺2709－101
TEL　0299－45－2443
FAX　0299－45－7588

小松崎建設株式会社
特定建設業

KOMATSUZAKI

代表取締役　飯　田　竹　世

〒300－1512　茨城県取手市藤代 357－8
TEL 0297－83－5115
FAX 0297－83－3300

地 域 に 貢 献 す る

®

代表取締役　田　口　恵一郎

〒310－0803　茨城県水戸市城南 3－12－6
TEL 029－221－9047　FAX 029－227－5238

E-mail office@taguchi-kenko.jp

総合建設業
ISO9001:2015認証取得

代表取締役　柳　瀬　香　織
本　　社　茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 大 子 1 8 3 5 － 2
　　　　　TEL.0295－72－2608 FAX.0295－72－4175
　　　　　E-mail ebinekensetsu@ebine.co.jp
法面事務所　茨城県高萩市春日町2丁目20－1エースビル2－Ａ
　　　　　TEL.0293－24－5355 FAX.0293－24－8348
　　　　　E-mail eb.norimen@ebine.co.jp

海老根建設株式会社
土木・法面保護工・舗装工・解体工・設計施工

茨城県法面技術協会会員

〒307－0021　結城市上山川 308－1
TEL 0296－35－0069
FAX 0296－35－1378

代表取締役　小　貫　高　幸

明治 大正 昭和 平成 令和
創業118年

〒319－0123　小美玉市羽鳥2607－２　TEL 0299－46－0006

代表取締役 久保田　敏　夫

代表取締役社長　宇　野　健　司

代表取締役　�　原　清　寿
本　社　〒310－0851　水戸市千波町369番地１

TEL　029－241－6722㈹
FAX　029－241－4428

営業所　常陸太田市・かすみがうら市・那珂市・笠間市

おかげさまで創立 64 年

建設コンサルタント／補償コンサルタント／測量業登録

共同測量株式会社

総 合 建 設 業

代表取締役　淀　野　勝　幸

〒317－0076　茨城県日立市会瀬町 1－9－16
TEL　0294－23－0878
FAX　0294－24－6654

E-mail : aiga-k@nifty.com

coat  with  paint 相賀塗装株式会社

総合建設業 一級建築士事務所

代表取締役　大　内　康　意

〒308－0857　茨城県筑西市小川1453
TEL 0296－28－0611
FAX 0296－28－2864
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本社　〒300－0066　茨城県土浦市虫掛 3491
TEL 029－824－2772 ㈹
FAX 029－824－2774　

代表取締役　鈴　木　　　亮

総 合 建 設 業
北都建設工業株式会社

代表取締役　藤　田　　　強

〒319－3551　茨城県久慈郡大子町池田 2804
　　　　　TEL 0295－72－0365
　　　　　FAX 0295－72－0971

株式会社 藤田工務店
総 合 建 設 業

代表取締役　藤　枝　洋　二
専務取締役　藤　枝　賢　一

〒311－2116　茨城県鉾田市札 670 番地の 4
　　　　　 TEL 0291－39－3270
　　　　　 FAX 0291－39－6840

FUJIEDA KENSETSU
藤枝建設株式会社

取締役会長

代表取締役

代表取締役社長　鎌　倉　孝　光

〒302－0038　茨城県取手市下高井 1020
TEL 0297－78－7898
FAX 0297－78－5434

URL　http://www.hitachidoboku.jp

本社：〒317－0073　茨城県日立市幸町2－18－5
電話：0294－22－2121　FAX：0294－23－3775
支店：水戸　営業所：東海・北茨城・いわき・ひたちなか

代表取締役会長　沢　畑　正　剛
代表取締役社長　須　田　要　介

日立土木株式会社
豊かで夢のある空間創りをめざして

総合建設業　ISO9001認証

代表取締役　中　庭　隆　夫

〒311－0103　茨城県那珂市横堀660
TEL　029－298－3291
FAX　029－295－8250

造園設計施工
土木工事一式・緑地メンテナンス

株式会社 中庭造園土木

代表取締役　髙　橋　　　智

本　社　〒309－1717　茨城県笠間市旭町647－1
TEL　0296－77－6787㈹
FAX　0296－77－6783　　

茨城県知事許可（特-30）第10727号

特　定　建　設　業

〒317－0072　茨城県日立市弁天町2丁目2番3号
TEL 0294－22－1515（代表）　FAX 0294－22－0702
〒310－0851　茨城県水戸市千波町1853番地－1－201
TEL・FAX 029－303－5001

本　店　

水戸本社

代表取締役　佐　藤　雅　彦

地球環境の未来を考える

エコアクション21認証

代表取締役会長 尾　曽　正　人
代表取締役社長 尾　曽　賢　和

〒310－0055 茨城県水戸市袴塚 1 丁目 4 番 17 号
TEL 029－225－1231
FAX 029－227－5695

総 合 建 設 業

東洋工業株式会社

代表取締役　羽　生　義　隆

〒311－1705　茨城県行方市内宿 1033 番地 1
TEL 0291－35－3148 ㈹　FAX 0291－35－3628

E-mail hanyu－kk@beige.plala.or.jp

株式会社

千　葉　和　男

〒311－1203
ひたちなか市平磯町１５７６番地１
電　話　　0 2 9（ 2 6 2）2 5 0 5 ㈹

㈱ 秋 山 工 務 店
㈱ 天 海 建 設
天 海 工 業 ㈲
雨 川 開 発 工 業 ㈱
㈱ 有 路 工 務 店
飯 塚 石 材 店
㈱ 磯 良 工 務 店
㈱ 井 滝 建 設
㈲ 井 出 野 建 設

㈲ 伊 藤 建 設
㈱ 井 上 工 務 店
打 越 建 設 ㈲
㈱ 大 須 賀 工 務 店
㈱ 大 曽 根 建 設
㈲ 太 田 建 設 工 業
㈱ 鬼 沢 建 設
㈱ 亀 山 工 務 店
㈱ 川 崎 建 設

河 又 土 建 工 業 ㈱
㈲  栗 田 組
栗 田 工 務 店
黒 沢 建 設
黒 沢 工 業 ㈱
興 陽 建 設 ㈲
小 林 建 設 工 業 ㈲
㈲ 斉 藤 興 業 所
㈱ 最 北 建 設

㈱ 澤 畑 工 務 店
㈱ 信 濃 造 園 土 木
㈲ 勝 建
㈱ 上 肥
㈱ 真 栄 工 業
菅 原 建 設 ㈱
ス ト ウ 工 業 ㈱
砂 押 工 業 ㈱
関 根 建 設

㈱ 大 栄 建 設
高 倉 建 設 工 業 ㈱
㈱ 田 本 工 務 店
㈲ 椿 山 建 設
東 昌 産 業 ㈱
東 水 建 設 ㈱
㈱ ト ー ホ ー 工 業
ト キ ワ 建 設 ㈱
戸 田 工 業 ㈱

㈱ 中 島 工 務 店
㈱ニシノグループ
西 野 工 業 ㈱
橋 本 建 設 ㈱
㈱ 蓮 田 工 務 店
日 立 土 木 ㈱
㈲  二 川 組
双 葉 工 業 ㈱
皆 神 建 材

㈱  八 木 組
㈱ 矢 口
㈱ユニバーサル建設工業
横 建 工 業 ㈱
横 信 建 材 工 業 ㈱
㈲ よ こ す か 建 設
㈲ 横 須 賀 工 務 店

ひたちなか市長堀町２丁目14－８　TEL 029－273－2096　FAX 029－274－6420
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県
央
首
長
懇
話
会
は
、
県
央

地
域
の
水
戸
市
、
笠
間
市
、
ひ

良
工
事
を
、
早
け
れ
ば
２
０
２

５
年
度
に
も
実
施
す
る
考
え

だ
。
本
年
度
は

施
設
長
寿
命
化

計
画
の
策
定
を

㈱
東
和
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
東
京
支

店
に
委
託
し
て

進
め
る
。

　
麻
生
衛
生
セ

ン
タ
ー
は
、
市

内
か
ら
排
出
さ

れ
る
し
尿
及
び

浄
化
槽
汚
泥
を

衛
生
的
に
処
理

す
る
た
め
の
施

設
で
１
９
９
４

年
に
竣
工
。
施

円
（
税
込
）。
施
設
の
引
き
渡

し
は
２
０
２
４
年
３
月
15
日
を

予
定
し
て
い
る
。

　
業
務
範
囲
は
、
調
査
・
設
計

業
務
、
建
設
業
務
、
監
理
業

務
、
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
。

本
年
度
中
に
設
計
・
建
設
・
入

居
者
の
募
集
を
行
い
、
24
年
度

か
ら
49
年
３
月
ま
で
施
設
の
維

持
管
理
・
運
営
を
行
う
。

　
事
業
予
定
地
は
、
藤
波
２
２

　
行
方
市
は
麻
生
衛
生
セ
ン

タ
ー
（
板
峰
77
）
の
基
幹
的
改

　
境
町
は
、
第
６
期
境
地
区
定

住
促
進
住
宅
整
備
事
業
の
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
。
そ

の
結
果
、
優
先
交
渉
権
者
と
し

て
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
・
境
藤
浪

（
代
表
企
業
・
㈱
篠
原
工
務
店
、

構
成
企
業
・
ユ
ー
ミ
ー
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
）
を
選
定
し

た
。
予
定
価
格
は
９
億
１
２
０

０
万
円
（
税
込
）、
提
案
金
額

は
６
億
５
１
５
０
万
５
０
３
７

た
ち
な
か
市
、
那
珂
市
、
小
美

玉
市
、
茨
城
町
、
大
洗
町
、
城

里
町
、
東
海
村
で
構

成
。

　
地
域
全
体
の
発
展

に
向
け
、
都
市
間
の

協
議
や
連
携
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
お

り
、
各
市
町
村
の
要

望
事
項
を
ま
と
め
、

毎
年
、
県
へ
要
望
活

動
を
実
施
し
て
い

る
。

　
座
長
を
務
め
る
高

橋
市
長
は
「
要
望
事

項
の
実
現
と
と
も

に
、
県
央
地
域
全
体

の
発
展
に
向
け
、
県

か
ら
の
特
段
の
ご
配

慮
を
お
願
い
し
た

設
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造
地
下
１
階
、

地
上
２
階
建
て
延
べ
床
面
積
１

７
６
５
・
８
３
㎡
。

　
供
用
か
ら
30
年
近
く
が
経
過

し
設
備
関
係
の
老
朽
化
が
懸
念

さ
れ
る
。
今
回
の
長
寿
命
化
計

　
国
土
交
通
省
常
総
国
道
事
務

所
は
24
日
、「
Ｒ
５
国
道
６
号

牛
久
土
浦
Ｂ
Ｐ
土
浦
地
区
跨
道

橋
上
部
そ
の
２
工
事
」
の
発
注

手
続
き
を
開
始
し
た
（
25
日
付

４
９

－

１
、
２
２
５
０
、
２
２

５
１
、
２
２
５
２
。
面
積
は
約

４
５
４
１
㎡
。
戸
建
住
宅
、
駐

車
場
や
駐
輪
場
等
を
整
備
す

る
。
子
育
て
世
帯
を
主
軸
と
し

た
中
堅
所
得
者
向
け
定
住
促
進

住
宅
を
、
利
便
性
の
高
い
地
域

に
供
給
す
る
。

　
戸
建
住
宅
の
建
物
規
模
は
Ｗ

造
、
住
戸
専
用
面
積
１
０
０

㎡
程
度
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
タ
イ
プ
）

で
、
合
計
22
戸
ほ
ど
を
想
定
し

て
い
る
。
駐
車
場
、
駐
輪
場
は

そ
れ
ぞ
れ
各
戸
２
台
以
上
を
確

保
す
る
予
定
だ
。

　
阿
見
町
は
７
月
13
日
の
町
議

会
臨
時
会
に
一
般
会
計
補
正
予

算
第
３
号
を
提
出
。
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
た
。
内
容
と
し
て

は
道
路
新
設
改
良
事
業
に
１
４

３
０
万
円
を
計
上
。
り
ん
り
ん

ロ
ー
ド
整
備
事
業
の
一
環
で
、

花
室
川
に
架
か
る
橋
梁
の
新
設

に
向
け
た
予
備
設
計
費
な
ど
に

充
て
る
。
橋
長
は
40
ｍ
程
度
を

見
込
む
。

　
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん

ロ
ー
ド
は
、
旧
筑
波
鉄
道
の
廃

線
敷
と
霞
ヶ
浦
を
周
回
す
る
湖

岸
道
路
を
合
わ
せ
た
全
長
約
１

８
０
㎞
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス
。
霞
ヶ
浦
沿
い
で
は
通
常
、

湖
岸
沿
い
の
堤
防
を
通
る
ル
ー

ト
が
整
備
さ
れ
る
が
、
阿
見
町

の
エ
リ
ア
に
は
陸
上
自
衛
隊
武

田
環
状
線
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
重
点
要
望
。
内
容
は
、
都
市

計
画
道
路
中
大
野
中
河
内
線
の

う
ち
、
市
道
上
大
野
９
号
線
交

点
～
県
道
中
石
崎
水
戸
線
交
点

間
お
よ
び
幹
線
市
道
３
号
線
交

点
～
主
要
地
方
道
水
戸
神
栖
線

交
点
間
の
整
備
と
、
国
道
50
号

交
点
～
国
道
１
２
３
号
交
点
間

の
早
期
整
備
。
ま
た
、
那
珂
川

へ
の
橋
梁
の
架
設
と
橋
梁
影
響

区
間
の
早
期
整
備
な
ど
も
要
望

し
て
い
る
。

　
笠
間
市
は
茨
城
中
央
工
業
団

地
（
笠
間
地
区
）
の
未
整
備
部

分
の
整
備
と
さ
ら
な
る
企
業
誘

致
、
県
畜
産
試
験
場
跡
地
の
北

街
区
お
よ
び
東
街
区
の
利
活
用

ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
。

全
体
工
期
は
契
約
の
翌
日
か
ら

２
０
２
４
年
12
月
20
日
ま
で
と

し
て
い
る
。

　
工
事
内
容
は
Ｐ
Ｃ
橋
工
一

式
、
橋
台
工
一
式
、
橋
梁
付
属

物
工
一
式
、
現
場
塗
装
工
一

式
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
足
場
等

設
置
工
一
式
、
仮
設
工
一
式
。

　
材
料
単
価
の
公
表
の
対
象
は

を
予
定
。
工
期
は
３
カ
月
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
工
事
を
行
う
の
は
、
筑
西
消

防
署
関
城
分
署
、
協
和
分
署
、

結
城
消
防
署
、
南
出
張
所
の
４

箇
所
。
い
ず
れ
の
建
物
も
、
築

い
」
と
述
べ
、
他
の
首
長
ら
と

と
も
に
大
井
川
知
事
へ
要
望
書

を
手
渡
し
た
。

　
地
域
全
体
に
関
す
る
要
望
の

う
ち
、
国
道
６
号
の
整
備
促
進

で
は
、
◆
水
戸
市
地
内
（
酒
門

交
差
点
）
の
立
体
化
の
整
備
促

進
◆
小
美
玉
道
路
（
仮
称
）
整

備
の
早
期
事
業
化
◆
茨
城
町
地

内
（
小
美
玉
市
行
政
界
～
長
岡

間
）
の
４
車
線
で
の
整
備
促
進

◆
那
珂
市
向
山
～
東
海
村
石
神

外
宿
間
の
４
車
線
で
の
整
備
促

進

－

を
要
望
。

　
こ
の
ほ
か
、
財
政
支
援
制
度

の
創
設
等
と
し
て
、
施
設
の
統

廃
合
や
廃
止
に
よ
る
公
共
施
設

の
除
却
等
に
対
す
る
助
成
制
度

の
創
設
、
社
会
資
本
総
合
整
備

事
業
等
の
事
業
費
の
補
助
な
ど

を
求
め
て
い
る
。

　
各
市
町
村
ご
と
の
重
点
要
望

を
見
る
と
、
水
戸
市
は
水
戸
勝

画
の
中
で
事
業
費
や
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
改
修
の
内
容
な
ど

を
定
め
て
い
く
。
工
事
の
発
注

は
一
般
競
争
ま
た
は
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
が
有
力
だ
。

　
な
お
、
市
は
昨
年
度
に
環
境

美
化
セ
ン
タ
ー
基
幹
的
設
備
改

良
工
事
の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
を
実
施
。
審
査
の
結
果
、
Ｊ

Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
と

契
約
し
て
い
る
。
事
業
期
間
は

26
年
３
月
31
日
ま
で
。

け
４
面
に
詳
細
）。
不
調
・
不

落
対
策
と
し
て
公
募
型
指
名
競

争
入
札
（
総
合
評
価
落
札
方

式
）
を
試
行
す
る
ほ
か
、
材
料

単
価
の
公
表
な
ど
を
採
用
。
８

月
４
日
ま
で
技
術
資
料
な
ど
の

提
出
を
受
付
け
、
９
月
14
日
に

開
札
す
る
。

　
工
事
場
所
は
土
浦
市
中
村
西

根
地
先
。
工
事
種
別
は
プ
レ
ス

　
筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
は
、
消
防
署
や
分
署
な
ど
４

箇
所
の
水
回
り
改
修
工
事
を
実

施
す
る
。
10
月
以
降
に
指
名
競

争
入
札
を
行
い
た
い
考
え
で
、

発
注
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
ご
と

器
学
校
が
あ
る
た
め
、
大
き
く

迂
回
し
て
国
道
１
２
５
号
を
通

る
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
国
道
１
２
５
号
は

交
通
量
が
多
く
、
自
転
車
専
用

の
通
行
空
間
を
確
保
す
る
こ
と

も
難
し
い
た
め
安
全
性
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国

土
交
通
省
か
ら
武
器
学
校
の
湖

側
に
堤
防
を
つ
く
る
と
い
う
動

き
が
あ
り
、
町
は
国
道
１
２
５

号
を
通
ら
な
い
新
た
な
ル
ー
ト

を
確
保
で
き
る
可
能
性
に
着

目
。

　
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
堤
防

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
の
内
側
に

つ
く
る
堤
防
の
管
理
用
道
路
を

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
に
大
枠
で
合
意

に
向
け
た
活
動
の
推
進
、
県
道

平
友
部
停
車
場
線
の
拡
幅
等
の

整
備
強
化
を
求
め
た
。

　
ひ
た
ち
な
か
市
は
、
ひ
た
ち

な
か
地
区
の
土
地
利
用
に
つ
い

て
、
都
市
セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア
へ

の
ひ
た
ち
な
か
地
区
の
さ
ら
な

る
発
展
に
資
す
る
機
能
の
導
入

に
向
け
た
国
、
県
、
地
元
市
村

に
よ
る
検
討
・
調
整
の
場
の
設

置
を
要
望
。
那
珂
市
は
、
国
道

１
１
８
号
同
市
地
内
バ
イ
パ
ス

（
飯
田
～
瓜
連
間
）
の
４
車
線

で
の
早
期
整
備
を
要
望
し
て
い

る
。

　
小
美
玉
市
は
国
道
３
５
５
号

玉
里
石
岡
バ
イ
パ
ス
、（
仮
称
）

百
里
飛
行
場
南
北
線
の
早
期
事

業
化
や
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
の
将
来
的
な
茨
城
空
港
ま
で

の
延
伸
な
ど
を
求
め
た
。

　
茨
城
町
は
茨
城
中
央
工
業
団

地
（
第
１
期
・
第
２
期
地
区
）

の
企
業
誘
致
や
小
鶴
南
川
又
線

（
主
要
地
方
道
大
洗
友
部
線
）

の
整
備
な
ど
を
、
大
洗
町
は
吉

沼
磯
浜
線
の
国
道
２
４
５
号
～

都
市
計
画
道
路
関
根
祝
町
線
間

の
早
期
事
業
化
を
要
望
。

　
城
里
町
は
森
林
湖
沼
環
境
税

等
の
活
用
に
よ
る
道
の
駅
か
つ

ら
移
転
に
係
る
事
業
促
進
に
つ

い
て
、
東
海
村
は
国
道
６
号
の

那
珂
市
向
山
～
同
村
石
神
外
宿

間
の
４
車
線
で
の
整
備
促
進
つ

い
て
配
慮
を
求
め
た
。

プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
桁
、
高
面
圧

ゴ
ム
支
承
、
下
部
工
検
査
路
、

排
水
管
な
ど
。

　
こ
の
ほ
か
、
余
裕
期
間
制
度

（
フ
レ
ッ
ク
ス
方
式
）、
競
争
参

加
資
格
の
緩
和
な
ど
を
実
施
す

る
。

　
ま
た
、
現
場
施
工
に
着
手
す

る
ま
で
の
期
間
（
現
場
事
務
所

の
設
置
、
資
機
材
の
搬
入
ま
た

は
仮
設
工
事
等
が
開
始
さ
れ
る

ま
で
の
期
間
）
は
、
主
任
（
監

理
）
技
術
者
の
専
任
を
要
し
な

い
も
の
と
す
る
。
専
任
を
要
し

な
い
期
間
は
24
年
５
月
20
日
ま

で
を
予
定
し
て
い
る
。

年
数
は
40
～
50
年
近
く
経
過
し

て
い
る
。

　
ト
イ
レ
・
洗
面
・
浴
室
な
ど

の
水
回
り
を
改
修
す
る
。
ト
イ

レ
な
ど
の
床
面
は
現
状
タ
イ
ル

張
り
で
あ
る
た
め
、
乾
式
化
な

ど
を
行
う
予
定
。
老
朽
化
も
進

ん
で
い
る
た
め
、
改
修
工
事
を

行
う
こ
と
で
利
用
環
境
の
改
善

を
図
る
。
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［
本　
課
］

午
前

午
後

（
○
＝
在
庁　
●
＝
不
在
）

［
出　
先
］

午
前

午
後

県
土
木
部
・
幹
部

き
ょ
う
の
動
向

水
戸
土
木
所
長

常
陸
大
宮
土
木
所
長

大
子
工
務
所
長

潮
来
土
木
所
長

土
浦
土
木
所
長

筑
西
土
木
所
長

常
陸
太
田
工
事
所
長

高
萩
工
事
所
長

鉾
田
工
事
所
長

竜
ケ
崎
工
事
所
長

常
総
工
事
所
長

境
工
事
所
長

○○○○○○○○●○○●

●●●○○○●○●○○●

部
長

次
長
（
事
）

次
長
（
技
）

都
市
局
長

港
湾
振
興
監

企
画
監

監
理
課
長

用
地
課
長

検
査
指
導
課
長

道
路
建
設
課
長

道
路
維
持
課
長

河
川
課
長

港
湾
課
長

営
繕
課
長

都
市
計
画
課
長

都
市
整
備
課
長

下
水
道
課
長

建
築
指
導
課
長

住
宅
課
長

●●○○○○○○○○○○○○○○○○●

●○○○○○○○●○○○○○○○○○●

　
県
央
地
域
９
市
町
村
で
構
成
す
る
県
央
地
域
首
長
懇
話
会
（
座
長
・
高
橋
靖
水
戸
市
長
＝

写
真
中
央
右
）
は
20
日
、
県
央
地
域
に
お
け
る
事
業
促
進
に
関
す
る
要
望
を
県
に
対
し
て
実

施
し
た
。
各
市
町
村
の
首
長
ら
が
県
庁
を
訪
れ
、
国
道
６
号
の
整
備
促
進
な
ど
地
域
全
体
に

関
す
る
要
望
５
項
目
、
広
域
に
お
け
る
事
業
促
進
に
関
す
る
要
望
16
項
目
に
つ
い
て
、
大
井

川
和
彦
県
知
事
（
写
真
中
央
左
）
に
格
段
の
配
慮
を
求
め
た
。

酒門交差点の立体化や小美玉道路など
国道6号整備と地域発展へ要望

県央地域9市町村／大井川県知事に格段の配慮を

茨
城
空
港
へ
の
Ｔ
Ｘ
延
伸
も

麻
生
衛
生

セ
ン
タ
ー

長
寿
命
化
計
画
を
策
定

25
年
度
に
　
　
も

基
幹
的
改
良

行方市

代
表
企
業
は
篠
原
工
務
店

定
住
促
進
住
宅
を
整
備
境町が公募プロポ

牛
久
土
浦

バ
イ
パ
ス

土
浦
地
区
跨
道
橋
上
部
工

公
募
で
発
注
手
続
き
開
始

常総国道

花
室
川 

予
備
設
計
費
な　
　

ど

予
算
化

40
ｍ
程
度
の
橋
梁
新
設

阿見町補正

消
防
署
等

４
箇
所 

10
月
以
降
に
指
名

ト
イ
レ
な
　
　
ど

水
回
り
改
修

筑西広域組合

す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
新
た

な
ル
ー
ト
整
備
に
は
花
室
川
を

横
断
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
橋
梁
の
架
設
に
向
け
た
予

備
設
計
に
取
り
掛
か
る
こ
と
と

し
た
。
場
所
は
青
宿
地
区
。

　
予
備
設
計
で
は
具
体
的
な
場

所
の
選
定
や
橋
の
高
さ
、
周
辺

道
路
と
の
摺
り
付
け
、
概
算
工

事
費
の
算
出
な
ど
を
行
う
、
来

年
度
以
降
は
詳
細
設
計
の
策
定

を
行
い
、
国
交
省
と
の
協
議
を

進
め
た
い
考
え
だ
。
新
ル
ー
ト

の
整
備
に
よ
り
サ
イ
ク
リ
ス
ト

だ
け
で
な
く
自
転
車
で
通
学
す

る
地
元
高
校
生
の
安
全
確
保
も

図
る
こ
と
が
で
き
る
。


